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  １．開  会 

●平本委員長 

  これより、今年度の札幌市行政評価委員会外部評価ヒアリングを開催いたします。 

  私は、委員長の平本と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

  それでは、最初に、本日のヒアリングの流れなどにつきまして、事務局よりご説明を

いただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

●推進課長 

  本日は、八つの評価対象事業につきまして、事業担当の所管課に対し、ヒアリングを

行っていただきます。 

  お手元の資料１が対象事業一覧、資料２が時間割でございまして、１事業につき２０

分の時間配分でヒアリングを行っていただきます。 

  長丁場となりますが、よろしくお願いいたします。 

  資料３として、第２回委員会において委員の皆様からいただいた論点を基に作成した

事前質問と、所管課からの回答をまとめております。 

  本日は、まず、このうち代表的な質問、資料３の一番右に二重丸がついている質問と

それに対する回答について、所管部局よりご説明をいただくことになっております。そ

の後、委員の皆様からご質問をいただければと思います。 

  これを全８ブロック行いまして、本日の議事の最後には、全体を通して意見交換の時

間を２０分ほど用意しております。指摘事項に対する本格的な議論は次回以降の委員会

に委ねたいと思いますけれども、ここでヒアリングを通しての全体的な意見交換などを

行っていただければと思っております。 

  長丁場になりますけれども、途中で休憩を入れさせていただきながら進めさせていた

だきたいと思っております。 

  以上でございます。 

 

  ２．議  事 

●平本委員長 

  それでは、事業ナンバー１の所管部局の東京事務所の方々には、既にオンラインでご

参加していただいております。 

  早速、首都圏シティプロモート推進費につきまして、ヒアリングを行いたいと思いま

す。 

  まず、資料に基づきまして、備考欄に二重丸を付しました部分の質問と回答を上から

順番にご説明いただきたいと思います。 

  それでは、よろしくお願いいたします。 

●総務局 

  シティセールス担当係長の工藤と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 
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  まず、ヒアリング項目の指標設定内容についての前に、東京事務所のシティセールス

のミッションといたしまして、市役所の企業誘致や移住、観光といった各原局と連携も

しくは役割分担をしながら首都圏におけるプロモーションを行いまして、それによって

札幌ファンや企業を生み出してネットワークをつくるということと考えておりまして、

その下での成果指標の設定だというところをご理解いただければと思っております。 

  まず、一つ目の成果指標において、プロモート活動を通じてつながりができた企業等

の数ということで設定しておりますが、そこから得られる成果というものをどのように

考えているか、その成果をどのように把握しているかということでございます。 

  東京事務所といたしまして、これまで観光誘客を中心とした広告の掲出などを中心に

行ってきましたが、企業誘致や雇用創出などを見据えたプロモーション活動への転換と

いうことを視野に入れて、昨年度から実施しているところでございます。 

  成果といたしましては、札幌で増加した事業の数や進出企業の数などでございますの

で、進出企業のうち市補助金を活用した企業数につきましては、経済観光局で把握して

いる状況でございます。 

  次に、二つ目の指標設定内容について、つながりができた企業等に対しまして、どの

ようなアプローチを行っているか、今後何か取り組む予定はあるかでございます。 

  つながりができた企業に対しましては、現在、毎月、メールマガジンで札幌のビジネ

ス情報の発信を行っております。 

  今後につきましては、ビジネス環境やポテンシャルをプロモーションするような機会、

例えばイベントの開催に対しましても、そういった企業に呼びかけをしたり、必要な情

報をお届けしていきたいと思っております。また、場合によっては、札幌にお越しいた

だけるようなアプローチというものも行っていきたいと思っております。 

  三つ目に、事業のターゲットについて、昨年度から移住有望層をターゲットにしたプ

ロモーションを行っていることにつきまして、どのような取組を行っているのかでござ

います。 

  今年度以降、首都圏でビジネス人材の確保を目的としたプロモーションに取り組むと

いうことで予算をいただいております。昨年度までは、その前段階といたしまして、移

住有望層を対象としましたコンテンツの制作、動画などをポテンシャルのある方にお届

けしたいということで、インスタグラムの開設などで札幌の魅力発信を行ってきたとこ

ろでございます。 

  東京事務所からの説明は、以上でございます。 

●平本委員長 

  それでは、早速、委員の皆様方からご質問等があればご発言いただきたいと思います。 

  いかがでしょうか。 

●髙橋委員 

  公式インスタグラムアカウントのフォロワーはどれぐらいいるのでしょうか。 
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●総務局 

  今日現在で２，１７７フォロワーとなっております。 

●髙橋委員 

  ありがとうございます。 

●平本委員長 

  ほかにいかがでしょうか。 

●内田副委員長 

  最初の質問に対する回答ですが、成果をどのように設定して把握していますかについ

て、これは経済観光局で把握しているという回答だったのですけれども、そちらでは把

握されていないということですか。成果指標に対してどれぐらい達成されたか、次のス

テップに進む上で担当の部署がきちんと把握していないとできないと思うのですけれど

も、違うところで把握されているということは、つまり、そちらでは把握されていない

ということでよろしいですか。 

●総務局 

  我々の活動は、最初に工藤からお話をさせていただきましたミッションという部分で

いくと、札幌への企業誘致もそうですが、いろいろな連携をする事業をつくるなど、ま

さにビジネス人材としてＵターン、Ｉターンで札幌に戻ってきてくれる人といったもの

が成果としてあるとは思うのですが、我々の事業が直接そこに結びついているかどうか

については、指標としてはなかなか把握しづらいところがあります。実際、企業誘致も

我々のプロモーションがきっかけではない場合も多少あるかと思います。やはり、企業

誘致した場合でも、市の補助金を活用しないで来ていただく方もいらっしゃれば、まさ

に、人材も同様かと思いますので、この部分については、我々の事業の中で把握できる

ところということで、現在の指標に定めて取組を進めているところです。 

●内田副委員長 

  そうであれば、成果指標を変えたほうがいいのではないですか。 

●総務局 

  その成果指標もなかなか一つにまとめ切れないというところで、企業とのつながりと

いうところがいろいろなところに一番つながってくるかなということで、今、設定をし

ているところです。 

●内田副委員長 

  成果指標を把握するのが難しいと言われていましたけれども、経済観光局に聞けば分

かることではないのですか。率直に言うと、成果指標を立てているのにもかかわらず、

どれぐらい達成したかというものがないと、今後、よりよい取組に発展していくための

方策の検討ができないと思うのですけれども、それは大丈夫ですか。 

●総務局 

  東京事務所としては、我々の取組自体が最終的な企業誘致や事業の連携、移住の増加
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につながっていく一つの間接的な位置づけということで考えておりまして、そういった

ところで、我々の活動を通して、２次的な部分でこういうところにつながってくるのか

なと思っております。 

●内田副委員長 

  であれば、かみ合っていないような感じがするので、やはり成果指標を変えたほうが

いいと思うのです。そういうところを把握するのが難しいので、取りあえず、把握でき

そうな企業数を設定しているのだけれども、それは違う部局で把握していますよという

のはやはり違うのかなと。成果指標を適切なものに変えて、ちゃんとＰＤＣＡサイクル

を回せるようにしておかないと駄目なのかなと思うのです。 

●小島委員 

  内田副委員長の発言に補足いたします。 

  私も内田副委員長と全く同じことを思っておりまして、確かに、東京事務所が直接事

業を行っているわけではないので、誘客あるいは企業進出に貢献したという数字がはか

りにくいということは分かるのですけれども、例えば、東京事務所と何らかのつながり

ができた上で企業が札幌に進出したいということになったら、多分、東京事務所に一回

ぐらい相談するのではないかと思うのですよね。そこから担当課につなぐという営みと

いうものを日常的に行っておられるのではないかと思うので、結果的に、本当に進出し

たよというのは分かってくるのではないかと思うのです。 

  ですから、今いただいている成果指標を見ると、例えば、シティプロモート活動を通

じてつながりができた企業の数みたいなことが数字として挙がっているわけですけれど

も、これは成果ではないですよね。活動指標として入れるというのはありだとは思うの

ですけれども、名刺交換等をしてつながりができた企業でしょうから、それはそれで増

えることはいいことだと思うのですけれども、東京事務所が動いたことによって、こう

いうことができましたよ、成果を得ることができましたという具体的な数字がないと、

皆さん方がやっているお仕事の成果というものにならないのではないかと思っているの

です。 

  測りづらいということは分かるのですけれども、別に、それですごく莫大な企業が誘

致されたとか人が動いたというところまでいかなくても、むしろ、なくていいのだと思

っていて、東京事務所が動いたことで市役所本体や市内企業にきちんとつながったとい

うような数字がもう少し見えるようにしていただいたほうがいいと思うのですけれども、

その辺りはいかがでしょうか。 

●総務局 

  ありがとうございます。 

  そういう意味では、確かにおっしゃるとおり、我々が企業と会った後に地元につなげ

るということを仕事としておりますので、例えば、私たちが名刺交換をして企業とつな

がった、その企業が実際に札幌に進出したいということで、まさに、本庁の企業誘致の
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ところなり、我々のところに、より具体的な話として一歩進んだとか、官民で連携をし

たいというところで、地元の担当部局にうまく話をつなげたといったところであれば、

きちんと件数を把握することはできます。 

  ですので、そういった成果指標に変更するということは十分可能かと思います。 

●小島委員 

  そういうことを少し考えていただいたほうがいいと思います。結局、測りやすい指標

で数字を取る、あるいは、他人のふんどしで相撲を取るわけではないでしょうが、どう

してもそういうふうに見えてしまうわけです。ですから、東京事務所がそこに存在して

皆さんが活動したことがこういう成果に結びついているということは、要は、皆さんの

レゾンデートルを明らかにするという意味でも必要なことだと思うのです。そういうこ

とを少し考えていただかないと、逆に、この指標だけ見ていると、何をやっているのか

が分からないなと思っているところです。 

●総務局 

  やはり実際に具体的な話があるときに東京事務所と企業が接触する機会が多いので、

ここで名刺交換をするということは、大体、次の話がもうつながっている企業が比較的

多かったものですから、現在の指標に設定しているという状況ではあったのです。 

  おっしゃっていただいたとおり、もう少し成果としてきちんと見えるように絞った形

で指標を設定するというのも検討していきたいと思っております。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

●高崎委員 

  話が変わるのですけれども、３番目に、Ｒ５から移住有望層をターゲットとしたプロ

モーションを行っているとありますが、具体的にどういうことをやっているのかをお聞

きしたいと思います。 

  ご回答としては、ビジネス人材の確保を目的といただいているのですけれども、より

具体的に何かどういうことをやっていて、令和６年度からどういうことをやる予定かと

いう具体案をお示しいただけますでしょうか。 

●総務局 

  実は、今年度については、このメインの事業の契約を発注する前でございまして、今、

具体的にどうしようかと仕様を検討しているところでございます。大まかな方向性とし

ては、昨年度、令和５年度はターゲットを少し変えてやったのですけれども、去年の反

省で、札幌で暮らすという部分から札幌で働くというところにもう少し焦点を当てたプ

ロモーションをしていきたいと思っているところです。 

  例えば、ＩＴのエンジニアなど札幌で力を入れている産業で働く人について、進出す

る企業からお話を聞くと、どこの企業もなかなか人が採れなくて困っている、札幌だと

人が採れるのではないかというところで札幌進出をご検討いただいているというお声を
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聞いています。それから、札幌出身でこちら働いている方でいくと、札幌にいつか戻り

たいと思っているのだけれども、なかなか札幌で自分の働きたい仕事がない、だから戻

る踏ん切りがつかないのだよねというような話があったりします。そういったところを

うまくマッチングできるような形で、働く人と企業の両方にクローズアップできるよう

な、いわゆる戻りたい人と札幌で人を採りたい人それぞれがうまく情報が発信できるな

り情報を得ることができるというようなプロモーションをしていきたいということで、

我々が一般の方向けに行こうというときに、地元なり、東京なりから札幌に進出する企

業をうまく巻き込んだ形でイベントやセミナーを開催できたらなと思っております。 

●高崎委員 

  分かりました。ありがとうございます。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

  ちなみに、ネットワークをつくることがミッションで、その名刺交換もとても大事な

活動の一つだということを十分理解した上でお尋ねするのですが、そうやって収集され

た名刺のデータというのはデータベース化して活用されているとか、ツールを使ってい

らっしゃるとか、そういう取組はされていますか。 

●総務局 

  いわゆる名刺管理のソフトを一本契約しておりまして、そこで情報管理しておりまし

て、それぞれの属性で分けて把握できるようになっております。 

  ですので、例えば、メルマガの配信以外でも、我々が何かイベントをやるとか、逆に、

地元が東京で何かイベントを打ちたいとか、北海道に関わる企業だったり団体が東京で

何かイベントをやりたいといったときに、適正なところに情報をお流しできるような部

分だとか、あとは、まさに誘致のときに戦略を考える上での検討でもいろいろ活用させ

ていただいております。 

●平本委員長 

  分かりました。 

  そうであるとすると、一番最初のご指摘の成果指標をそういったツールなどと連動さ

せながら、まずは名刺交換した数、四千何百件というのが最初にあって、その中からさ

らにもう１歩先、もう２歩先のつながりがどれだけできたかということも十分に把握で

きると思いますので、ぜひご検討いただければと思います。 

●総務局 

  ありがとうございます。 

●髙橋委員 

  これまで、北海道フェアの来場者数も把握されているのかと、今後、新たに雇用や移

住を目的としたイベント実施されるとしたら、ぜひ今後は来場者数に関しても数値とし

て教えていただけたらと思います。 
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●総務局 

  イベントの来場者数については、それぞれ把握しております。 

  実は、成果指標の検討の際も俎上には上ったところだったのですけれども、そのとき

の検討で成果指標にはしていないという状況ではございます。ただ、それぞれのイベン

トの来場者というものは当然把握していくべきものと思っておりますので、今後もそれ

も参考にしていきたいと思っております。 

●髙橋委員 

  よろしくお願いします。 

●平本委員長 

  それでは、予定していた２０分を大体経過いたしまして、こちらからお尋ねしたいこ

とは質疑応答いただいたと思いますので、これにてヒアリングを終了したいと思います。 

  朝からどうもありがとうございました。 

●総務局 

  ありがとうございました。 

 

〔  所管事業部局入室  〕 

 

●平本委員長 

  それでは、事業ナンバー２の少年団体活動促進費についてのヒアリングを行いたいと

思います。 

  私は、委員長の平本と申します。よろしくお願いいたします。 

  皆様には、事前に質問をいたしておりまして、その中で資料の備考欄に二重丸がつい

ているものについてご回答いただいた上で、委員の皆様方からご質問させていただきた

いと思います。 

  それでは、どうぞよろしくお願いいたします。 

●子ども未来局 

  子ども未来局子どもの権利推進課長の石堂と申します。よろしくお願いいたします。 

  それでは、少年団体活動促進費についてご説明させていただきます。 

  お手元のヒアリング項目目標の備考欄の二重丸のついている項目についてご説明いた

します。 

  まず、５番の契約につきまして、札子連といつから随意契約をしているか、その理由

と背景のご質問について、ジュニアリーダー養成研修につきましては、平成９年から札

子連と随意契約を締結しておりますが、その理由としましては、まず、札幌市として子

どもが自立した社会性のある大人に育つための取組をする中で、地域での子どもの活動

体験や町内会などの住民組織による子ども関連行事を充実させていくためには、地域活

動の中心となって活躍するジュニアリーダーの育成が必要であり、そのための研修を企
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画実施することで地域の大人と子どもが互いに顔の見える関係を形成することが重要で

あると考えております。 

  そのため、この事業の企画運営を委託する団体には、主に次の二つの条件を求めてい

るところです。一つ目は、子どもの体験活動に関する知識、技術及び豊富な経験を有し、

地域にとって必要とされるジュニアリーダーの資質を理解した上で、その理想像に向け

た研修の企画運営が可能であること、もう一つは、地域の子どもの活動の実情を熟知し、

町内会等の地域団体、学校、地域の企業と良好な信頼関係を築き、活動において連携協

力体制が構築できること、この条件を求めているところであります。 

  こちらの回答欄にございますとおり、札子連については、長年、ジュニアリーダーや

ボランティア育成の事業を継続して実施しており、町内会や学校、地域の企業のほか、

ボランティアとの長年の協力連携関係を築いております。そのため、委員がおっしゃる

とおり、子どもが参加する研修や事業など、類似の活動をしている団体はほかにもござ

いますけれども、これら地域の目指す活動ができるという条件を満たすという点では札

子連のみでありますので、特命随意契約を行っているところでございます。 

  続きまして、７番の事業内容について、時代に合わせた事業内容の見直しについての

ご質問です。 

  時代の変化とともに、子どもたちでも、習い事や塾などの普及や、ゲーム、ユーチュ

ーブ、ＳＮＳなど、遊びや趣味の選択肢が広がっており、子どもたちを取り巻く環境が

大きく変わっております。自分自身が小・中学生のときと比べて、今の子どもたちは忙

しいようにも感じます。 

  このように、限られた時間の中でも子どもたちが参加しやすいように工夫している例

としましては、コロナ禍で事業実施手法の検討を機に、自宅で都合のいい時間に視聴で

きるよう動画での事前研修を組み入れるなどの手法の工夫をしているところでございま

す。 

  また、研修の内容につきましても、参考としてお手元に２枚チラシを配りしているこ

とと存じますけれども、例えば、人材育成事業全体にＳＤＧｓの視点を取り入れて行っ

ているところでございます。 

  例えば、そのチラシのうちの１枚の「みんなの★ユニバーサルデザイン～すべての人

にやさしいデザイン～」につきましては、全３回のプログラムで、１回目は事前に自宅

で動画で概要を学んで、２回目は実際に大学のキャンパスに行って大学で教授からバリ

アフリーについて教えてもらって、３回目は自宅で製作しながら体験ができる、このよ

うな構成になっております。 

  もう一枚の「北の海を守ろう～北海道の魚～」では、サンピアザ水族館と連携協力を

してバックヤード体験をしまして生態系について学ぶような内容になっております。 

  このように、手法や内容について、見直しをしながら実施をしているところでござい

ます。 
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  引き続きまして、８番目の他都市事例の他都市の実施状況や予算規模についてです。 

  札幌市としましては、子どもの健やかな成長を促進すること、また、将来のまちづく

りの担い手を育むためには、子どもの頃から様々な体験活動の機会をつくり、地域の大

人と関わる経験を積むことが必要であり、大切なことだと考えております。そのために

も、ジュニアリーダー養成研修を実施する必要があるため、もともと札幌市として企画

運営をしていたものの、組織改革を経て、委託を行った経緯がございまして、札幌市が

掲げる子ども施策としての理念は変わらないところでございます。 

  他都市の状況としましては、例えば、京都市では、子ども会に相当する組織がないよ

うですし、ほかの市の中の子ども会の事務局については市職員が直接担っている都市も

ございます。また、札幌市でいう子ども未来局に相当する部署ではなく、教育委員会が

ジュニアリーダー養成研修を所管し、その研修の区分ごとに各１回の計４回の研修を実

施するなど、回数を絞ってコンパクトに実施している都市もございます。 

  そのため、ジュニアリーダー養成研修と同じ名称であったとしても、市ごとに事業目

的や施策の位置づけによって研修内容や日数、回数などが大きく異なるため、比較が難

しい状況ではございますけれども、人数規模が札幌市とやや近い仙台市、広島市、福岡

市につきましては、こちらにありますとおりでございます。 

●平本委員長 

  それでは、委員の皆様方からご質問いただければと思います。 

●髙橋委員 

  ほかの都市だと金額が数百万円とか、高いところでも１，０００万円台ですけれども、

札幌市の場合は１億円ということで桁が全く違うのですけれども、その原因というのは

どこにあるとお考えでしょうか。 

●子ども未来局 

  例えば、仙台市、広島市、福岡市の直営と書いているところについては、職員が日常

業務の一環として直接研修の運営や企画を行っていますので、人件費としてはここに予

算の計上が出てこないのかなと考えております。 

  回数についても、先ほど申しましたとおり、自治体によっては４回しか研修をやって

いないところもございます。札幌市については、過去の経緯もございまして、他都市で

は４回行っているジュニアリーダー研修につきましても、令和５年度は全体で９２回行

っています。そういった回数や人件費、種類といったことで大きく金額の差になってく

るのではないかなと考えております。 

●髙橋委員 

  でも、やはり内訳を知りたかったところですけれども、この１億円ぐらいが実際には

どのような配分で使われているかみたいな内訳は分からないということですね。 

●子ども未来局 

  一式で委託をかけているものですから、実際にここの部分が幾らかかったという内訳
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は求めておりませんので、そちらの金額な把握しておりません。 

●髙橋委員 

  何か決算書というものも特に求めていないということになりますか。 

●子ども未来局 

  決算書を含めても、その内訳を求めていないということです。諸経費幾らとなってい

ます。 

●髙橋委員 

  内訳が妥当かどうかの検討というのは特にされていないということになりますか。 

●子ども未来局 

  例えば、委託をする際にこちらで積算を行いますけれども、もしかしたら委託先でこ

ちらのＡの事業の収支で若干赤字が出たときに、Ｂの事業でトータルでのみ込むといっ

たことがあり得ると思いますので、トータルとしてその金額の範囲であり、なおかつ、

それぞれの事業が仕様と合致しているということが確認できれば、それは契約としては

問題ないかなとは思っております。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

●小島委員 

  今の説明がおかしいと思っています。 

  私は、コンサルタントでもあるので、実際に政府や自治体からお仕事をいただく立場

でもあるのですけれども、落札をしたときに、内訳書を出して実際に何に幾らかかる予

定かというのを出させていただくわけです。だから、札子連がどういうような内訳でお

金がかかっているのか、それを見込んでいるのかというのは出させて当然だと思うので

す。 

  特に、ここの事業については特命随契ですよね。ですから、本来であれば、入札する

べき事業を入札にかけていないわけですから、より高い透明性を求められるはずなので

す。それも、何年も同じところに任せているわけですよね。それなのに、業務の内訳ご

とに幾らかかっているのか、人件費や必要経費など、いろいろあると思うのですが、そ

れを分けて把握をしていないというのは問題ではないのですか。そもそも論として、き

ちんと把握しておくべき事項だと思います。 

●子ども未来局 

  例えば、人件費分ですと、１名が複数の事業をやっている場合もあるので、厳格に案

分して実際にこの事業に幾らかかったというものの把握は難しいのかなと。 

●小島委員 

  いえ、我々は、実際に求められています。 

●平本委員長 

  時給掛ける人数ということですよね。 
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●小島委員 

  そうですね。何時間とか何人工というふうに分けて出しています。だから、分けられ

ないわけがないと思うのです。 

●平本委員長 

  大体、見積もりの場合は、どんな場合でも人件費はそうやって計上するのが常ですよ

ね。 

●小島委員 

  はい。ですから、私は、札幌市の仕事も受けていますけれども、そういうふうに出し

ています。何人日かかって幾らですよというふうに積算して出しています。 

●子ども未来局 

  実施のとき、決算としても出されていますか。 

●小島委員 

  省庁によっては、決算も求められる場合もあります。 

  ですから、何が言いたいのかというと、特命随契でこれをやっているということは、

透明性が求められないとおかしいのですよ。だから、本来、幾らかかったかも分かって

いないとおかしいと思うのですよ。それを分かっていないですし、先ほど札幌市として

積算をしていますよという話がありましたけれども、中で流用している可能性もありま

すという話もありますが、それもおかしいのですよ。本当に必要なのだとすれば、その

事業ごとに必要な予算がついていないとおかしいわけですから、流用することありきで

計算させているということは、どこかで黒字になっているけれども、どこかで赤字にな

っていると凸凹させてしまっているわけですよね。そういうことがあってもおかしくな

いというふうに札幌市と認識しているということではないですか。逆に言うと、札幌市

が想定しているよりもコストがかかっていない可能性もあるわけです。それはおかしい

のですよ。ですから、そこが問題ではないかと思います。 

  先ほど高橋委員からのご質問にもありましたけれども、札幌市は、ほかの自治体と比

べて本事業の予算が１桁大きいわけです。１億円以上突っ込んでいるわけではないです

か。確かに、直営でやっているところは人件費がということだと思うのですけれども、

基本的に、自治体職員の人件費は１人当たり１，０００万円を切るぐらいですから、ほ

かの自治体ではこの事業に対して１０人も２０人も突っ込んでいないですよね。それを

考えると、やはり億単位で突っ込んでいるところはほとんどないはずなのですよ。 

  だとすると、この札子連に１億円以上予算を支払って仕事をするに値するところなの

か、ほかに代替するところがないのか、あるいは、この経費が妥当なのかというところ

は、かなり厳しくチェックしないといけないはずなのです。それがきちんと行われてい

ないというのは所管課としての管理の問題ではないかと思うのです。 

●平本委員長 

  ご回答をいただけますか。 
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●子ども未来局 

  おっしゃるとおり、長年の経緯もあって、その辺はご指摘のところもあるのかなと思

っております。 

●小島委員 

  税金の使い道を正しくするという観点で言うと、長年の経緯があるというのは何の言

い訳にもならないですよ。むしろ、長く続いているのだったら、なおのこと、厳しく見

ないとおかしいではないですか。まず、そこから直していただく必要があるのではない

かというところが１点です。 

  もう一つは、この事業は、参加されているお子さんからお金を徴収されていないと認

識をしていますけれども、これもおかしいと思っていて、偏在率を出していただきまし

たけれども、やはり多くて数％台ですよね。物によって１％を切っているものもあると

認識をしております。それに対して１億円のお金を突っ込んでいるということ自体が利

用者に大分偏在性があると思うのです。それにもかかわらず、利用者からのお金を徴収

していないのは、これも問題だというふうに思っていて、全額、市民の方が負担して云々

とまでは言いませんけれども、これを受けることによって便益を受けている市民の方、

お子さんがいるわけですよね。だけど、受けたいけれども、受けられないという人の税

金まで突っ込んでいるわけです。そこを考えると、もう少し利用者に適合した負担をし

ていただく必要があると思うのですけれども、その辺りはどのようにお考えですか。 

●子ども未来局 

  補足ですけれども、昨年の令和５年４月にこども家庭庁が創設されて、こどもまんな

か社会の実現のために国全体で子ども施策を推進している中で、今おっしゃった応益負

担ですけれども、行政として委託して行政でやる以上は、全ての子どもが平等に参加で

きる体験活動の場を提供することに意義を見いだしております。その金額設定につきま

しては、今も実費でバス代や昼食費を徴収する場合もございまして、できるだけ無料で、

どんな子でも平等に参加できる機会に意義を持っております。今の札幌市としての考え

はそういった形になっております。 

●小島委員 

  変な言い方ですけれども、要は、今おっしゃっている言い方だと、お金がない方でも

参加できるように無料にしているのだよというふうに聞こえるのですけれども、逆に、

お金がない方は、忙しいからこんなものには参加できないのだと思うのですよ。むしろ、

教育水準が高くてこういう教育を早い段階から受けさせたいという方のほうがこういう

行政サービスを利用されることが多いというふうに想定されていて、多分、言っている

ことがおかしいのではないか、本当の意味での平等ではないのだと思うのです。 

  今、平等とおっしゃいましたけれども、本当に平等であるのだったら、受けたい人が

お金を払うべきであるのです。市としては、無料で皆さんに提供していて受けられるよ

うにしているのだから平等だと言っているのかもしれませんけれども、例えば、受験が
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あって受けられないという人もいれば、お金がなくて受けられないという人もいるわけ

ですよね。バス代も負担できないから受けられないという人もいるわけです。そういう

ことであれば、ちゃんとお金を負担してもらって応益負担をしていただくべきではない

かと思います。 

  とにかく、額がでか過ぎるので、この資料だけ拝見すると、非常にルーズにこの事業

をやっているように見えるのです。ですから、そこは再検討していただく必要があるの

かなと思います。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

●高崎委員 

  私も契約のところでお話しします。 

  長年、随意契約ということですが、多分、私が生まれる前からずっと契約があって、

ジュニアリーダー研修が始まったのがちょうど私が子どもの頃ぐらいの年代ですけれど

も、今、私も子育て中ですが、自分の子どもと私自身が子どもだった頃の環境が全然違

っていると思います。 

  ジュニアリーダー研修を実施する人はやはり地域との関わりが主目的で挙げられてい

ると思うのですけれども、正直、自分のときと今では環境が全然違うと子育てしている

者の実感としてあるので、やはり、ここしかできないということで随意契約を続けられ

ていると思うのですけれども、一度見直す必要が出てきているのではないかなというの

は感じています。 

●内田副委員長 

  やはり随契でやっていて、平成９年度からやっているということですけれども、恐ら

く、それまでずっとやっているのでということだと思うのです。 

  それで、時代が変わって、今言われていることというのはまさに昭和的な発想で、も

う少し強く言わないと駄目だというのが委員の皆さんの意見だと思うのですけれども、

なぜそんなに忖度しているのですか。率直的に言うと、何かこう、言えないような、何

かＯＢが行っている団体なのかなと普通に思ってしまうわけです。それはないですか。

●子ども未来局 

  それ(忖度)はないです。 

●内田副委員長 

  もしそういうものがあってこういうことをやっていたら本当に問題だと思います。た

だ、今の時代は昭和ではないので、こういうふうにやっていること自体で、そう思われ

てしまうのです。 

  そちらが見積もりをつくったら、それに合わせるように全部予算を貼り付けてくるは

ずですよね。ですから、正直、ほかの例を見ると１桁違うというようなやり方をまだや

るのかという感じがするのです。 
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  本当に、今言われた回答は、じくじたる思いで言っているように願いたいのですけれ

ども、どうでしょうか。本音で言っているのだったら、私は、びっくりだなという感じ

なのです。 

  ぜひ厳しくやっていただかないとと思います。 

●平本委員長 

  私も一つ言わせてください。 

  契約の在り方等について検討が必要だというのは、ほかの委員の皆様がおっしゃると

おりなのですが、本当にこのジュニアリーダー養成という事業が重要であるならば、担

い手を札子連だけに限定することはとても危険ですよね。万が一、札子連で不祥事が発

生した場合、次年度から担い手がいなくなってしまいます。その意味では、プロポーザ

ル等を実施することによって、ほかにもこういう事業を受けられるような担い手の組織

を複数想定しておいて、その中で事業の継続性を考えるというのは本来の施策ではない

かと思うのです。 

  皆さんがおっしゃるように、不透明感がすごくあるということもそのとおりなのです

けれども、それとは別に、事業の継続性という観点からも、特定の組織にあまりに過度

に依存するというのはよろしくないのではないかというふうには感じております。 

  時間が延びてしまいましたが、よろしいでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

●平本委員長 

  以上でございます。 

  本日は、どうもありがとうございました。 

●子ども未来局 

  ありがとうございました。 

 

〔  所管事業部局退室  〕 

〔  所管事業部局入室  〕 

 

●平本委員長 

  それでは、続いて、事業ナンバー３のＵＩＪターン就職移住支援費です。 

  私は、委員長の平本と申します。今日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

  それでは、事前にご質問させていただきました内容のうち、資料の備考欄に二重丸が

ついている項目についてお答えをいただき、その後に委員の皆様方からご質問させてい

ただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

●経済観光局 

  雇用労働課長の六角と申します。どうぞよろしくお願いします。 

  早速ですけれども、ヒアリング項目の二重丸の点のご説明をさせていただきます。 
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  まず、２点目、移住支援金の支援対象者を首都圏に限定する理由をご教示ください。 

  こちらの移住支援金制度は、国が東京圏の一極集中を緩和させるために始めた制度の

平成３０年度のまち・ひと・しごと創生基本方針２０１８の中で決まっておりまして、

対象者の要件は国で定めておりまして、実施主体が都道府県及び市町村で、それぞれ要

綱を定めてきたものでございます。国の基準に基づくものですので、市が独自に広げる

ということができないのが実情でございます。 

  次に、３番目の移住支援金の申請状況についてでございます。 

  令和４年度から特に多くの申請をいただきまして、年度途中で予算上限に達している

ような状況でございます。申請停止日は、令和４年度については８月１５日、令和５年

度については７月４日、今年度、令和６年度につきましては、大変恐縮ですが、４月９

日にもう停止をしているような状況でございます。 

  なお、支給決定者につきましては、抽せんではなくて早い者勝ちといいますか、順に

決定をしておりまして、倍率を出すことは難しいですけれども、令和６年度の支給決定

者で一番遅い転入日が令和６年４月３日でございました。令和５年度中に転入してきた

けれども、既に受付が止まっておりますため申請ができず、令和６年度の受付再開を待

っていった方が今回の対象になっているところでございます。 

  続きまして、６番目の質問の移住支援金の支給によって移住される方の中で定着され

る方でございます。 

  支給決定者の定着率は９２．３％と高くなっておりまして、子どものいる世帯につい

ても多く申請をいただいております。札幌市の人口増加に寄与するものは、一時的なも

のではなくて、将来に続くものと推察されるものでございます。 

  こちらの移住支援金制度は、転居時にかかる費用を補助するものでございますので、

移住の入口部分を支援するものでございます。 

  参考までに、令和６年度は５７件の申請がありまして、このうち、単身世帯が１７世

帯で、世帯として移住されてきた方が４０世帯ということで、単身よりも世帯としての

移住が多い傾向でございます。 

  簡単ではございますが、私からの説明は以上でございます。 

●平本委員長 

  それでは、委員の皆様方からご質問をお願いいたします。 

  最初に、私から質問します。 

  ３番目の移住支援金のお話ですけれども、引き合いが多くて、もう４月の頭で打ち止

めになると。引き合いが多いことはいいことだと思うのですけれども、一方で、前年度

に移住した人が新しい年度のものを待って、もう既にウェイティングリストができてい

るような状態であることを考えると、やや不公平というか、早い者勝ちというものにや

や違和感を覚えるのです。 

  例えば、その年度をまたいでもいいのであるならば、次年度に入居した人の中で抽せ



- 16 - 

 

んをするというような、それがいいかどうかということは別として、そういうスキーム

もあり得ると思うのですけれども、現状で早い者勝ちルールになっていることには何か

お考えなり理屈があるのでしょうか。 

●経済観光局 

  事前に委員の皆様のお手元に配っていただきました移住支援金というパンフレットは、

札幌市でつくったものではなくて、北海道でつくったものになります。 

  パンフレットの裏面に、北海道全道のものがあります。この移住支援金というものは

手挙げ方式で、まず、全国の中で都道府県が手を挙げまして、その後に市町村が手を挙

げる手挙げ方式ということで、北海道全道ではなく１３７市町村で同様の移住支援金を

やっているところでございます。 

  私どもも抽せんも検討しましたし、これからも検討していくのですが、ほかの市町村

がすぐに埋まらない状況です。ざっくばらんに申し上げて、札幌はすぐ埋まるのですが、

残りの１３６市町村はなかなか埋まらない状況でございまして、逆に、早く結果を出し

たほうが札幌以外の北海道、例えば近隣の北広島なども狙えるのではないかという狙い

があるところでございます。 

●平本委員長 

  分かりました。ありがとうございます。 

  私は、実は、さっぽろ連携中枢都市圏のビジョン懇談会の座長をやっておりまして、

あちらでも移住やＵＩＪターンについては施策としてやっているのですよね。そのとき

に、さっぽろ連携中枢都市圏１２市町村の中で移住者の奪い合いをするような醜いこと

はやめて、都市圏として住んでいただくためにどうするかということを考えましょうと

いうことを言っているものですから、今のお考えには賛成ですけれども、制度を知って

いて早く申請した人だけが得をすることに違和感を覚えたということが申し上げたかっ

たことでございます。 

  委員の皆さん、どうでしょうか。 

●小島委員 

  札幌市は、基本的に支店経済のまちだと思うので、転勤で二、三年でお引っ越しをし

てきて異動していくという方も結構いるのかなというふうに思っているのです。 

  取りあえず、今、定住されている方が９２．３％いますよということですから、当然、

一定の成果が上がっているというふうに見ていいと思っているのです。ただ、一方で、

実はこれがあってもなくても転勤してくるのにこれを使っている人が一定数いるのでは

ないかと。普通、１年で転勤ということはあまりなくて、いわゆる国家公務員だと２年

ぐらい、民間企業では二、三年はいるということになると、二、三年いてお帰りになる

みたいな形にこれを使うと、一応、１年以内に出るというわけではないから返還の対象

にはならないということが予想されるので、今のやり方だと、そういう使い方ができて

しまうという気もしているのです。 
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  まず、肌感覚として、そういう方がいるのかどうかはどうですか。最初から定住する

つもりで来ているのか、そういうふうに制度を悪用とまでは言いませんが、うまく使っ

てしまっている人が一定数いるような感じはあるのでしょう。 

●経済観光局 

  転勤ではこちらの申請ができないようになっております。申請の際に、東京２３区に

通算５年以上在住または通勤というルールを設けております。テレワークで移住される

方または就業で移住された方のうち、まず、就業につきましては、どこに就業したら支

援金の対象になるかという企業登録制がございますので、その企業に就職しないと支援

ができないという形になります。全国型の転勤ですと、例えば、東京本社から札幌支店

に移ってそのまま移住といっても、この支援金制度には乗ってこないという感じになり

ます。それで防げていると思っております。 

●小島委員 

  分かりました。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

●内田副委員長 

  やはり、最初の早い者勝ちというのが気になっています。税金を使っている中で初め

て聞いたのです。 

  おっしゃっている札幌で埋まると周りに行くというのはないことはないのだなとは思

うのですけれども、では、札幌が駄目だったから釧路に行くかという人がいるかという

と、それもいないなと思うのです。やはり、早い者勝ちというのは企業がやるのだった

らいいですけれども、公的なお金でやるとしたらやはり公平性を欠くのかなと。 

  その後、早い者勝ちはおかしいのではないかとか、遅れた人からクレームがついたこ

とはないですか。 

●経済観光局 

  おっしゃるとおり、クレームは来ております。 

●内田副委員長 

  そこは改善いただいたほうがいいのかなと思います。 

●小島委員 

  国や道に抽せんにしたらいけないというルールがあるのですか。 

●経済観光局 

  ございません。 

  ただ、このお金は北海道からお金をもらっているもののため、札幌市単独では決めら

れません。ですから、北海道との協議の上で決めていく形になってしまいます。 

●小島委員 

  相談の上ということですけれども、別にできなくはないないだろうということですね。 
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●経済観光局 

  おっしゃるとおりです。 

●内田副委員長 

  もう一つ、定着率が９２．３％ということで、これは定住の話をしているときに、定

着率は何年で計算しているのですか。 

●経済観光局 

  こちらは、調べているものは、例えば、移住支援金をもらって１年で東京に戻りまし

たとなると、当然、お金を返していかなければいけないのです。返還対象という形で定

住率を出しております。 

●内田副委員長 

  １年以上いれば定住、定着ですか。 

●経済観光局 

  全額ではなく、何分の１とはなりますが、５年いないとお金の返還対象となります。 

●内田副委員長 

  定着率は、５年定住した方のパーセンテージが９２．３％ですか。 

●経済観光局 

  今のところはそうです。 

●内田副委員長 

  分かりました。 

●小島委員 

  多分、事業が開始してそんなにたっていないのですよね。 

●経済観光局 

  これは、令和２年から始めているのものです。 

●平本委員長 

  ３年ぐらいはたったということですね。 

●小島委員 

  だから、現時点で５年ものの定住率は把握できいないということですね。 

●経済観光局 

  おっしゃるとおりです。 

●内田副委員長 

  何で定住率を言っていないのかなと思っていました。 

●経済観光局 

  現時点では、８件の返還が出ております。８件中、１件以外は離婚等のご家族の事由

で転居なさって、お金はきちんとお返しいただいています。そういったことで、未納は

ない状況でございます。 

●平本委員長 
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  ほかにはいかがですか。 

●髙橋委員 

  まず、これは札幌市が埋まっているけれども、ほかの市は空いていますよという案内

はしていただいているかをお尋ねしたいです。例えば、札幌で埋まっているから釧路と

いうケースはなかなかないかもしれないけれども、札幌で埋まっているから北広島ぐら

いだったらあるかもしれないなと思うのです。 

●平本委員長 

  北広島市や南幌町といった、さっぽろ連携中枢都市圏に住んでほしいなと思うのです。 

●髙橋委員 

  案内していただけたらいいなと思うので、その後でされているかというところをお尋

ねしたいです。 

●経済観光局 

  申請しようと思ってももらえなかったとなると、大きな憤りを感じますので、ホーム

ページには大きく載せております。 

  あとは、北海道のページに誘導するようにはしているところでございます。私どもか

ら、ここが空いているとはなかなか言いづらいものですから、北海道にトータル窓口が

ありますので、ここで案内していただくと、移住希望者も非常に選択しやすいかなと思

っておりますので、こういった形で整理しているところでございます。 

●髙橋委員 

  予算の増額に関して、ぜひ国や道と意見交換していただけたらなと思いました。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

●平本委員長 

  それでは、事前にお尋ねしたいことはやり取りできましたので、これでヒアリングを

終了したいと思います。 

  どうもありがとうございました。 

  次に、事業ナンバー４のローカルマッチプロジェクト事業費に進みたいと思います。 

  こちらにつきましても、先ほどと同様、二重丸がついてるものについてご説明をいた

だいた後で質問させていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

●経済観光局 

  では、ヒアリング項目の３番目、伴走型支援です。 

  まず、求人サイトの掲載です。 

  今の学生は、求人サイトを見て就職活動する率が９９％ですので、ここの掲載と、こ

れについて、変な掲載をされても学生は当然入りませんので、募集要項の添削やキャッ

チコピーの作成、サムネイル画像の作成、リード文やエントリー発生時のサンクスメー
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ルといったものを添削、指導をしているところでございます。 

  もう一点は、合同企業説明会です。 

  中小企業でありがちなのは、合同企業説明会の各出展ブースでむすっとしていて学生

が来ないというようなところも、はっきりいうと、ないこともないのが実情でございま

す。それが会社の人気がないからではなくて、ご自身のせいだということになかなか気

づかないものもありますので、まずリードといいますか、ブースに寄せるような冊子の

作成や添削、そして、ブース自体も学生がよりやすい雰囲気がありますので、装飾のア

ドバイス、あとは、学生の直接誘導を行っています。 

  効果といたしましては、１社当たり２名体制で支援をしておりまして、問合せの対応

や、今はこれだけ売り手市場ですので、内定者は簡単に逃げてしまいます。内定者を離

さないようなコミュニケーション方法、しつこ過ぎても駄目、離れ過ぎても駄目といっ

たレクチャーをこれまでの実績に基づいてレクチャーをするというのが人材確保の支援

でございます。 

  続きまして、６番目の本事業を広く求職者に知ってもらうことが必要ということでご

ざいます。 

  こちらは、今現在は、北海道アルバイト情報社に委託をしているのですけれども、求

人サイトに掲載、あとは、ＳＮＳ、サイトバナー、プッシュメール、大きいのは、市内

の大学キャリアセンターにも合同企業説明会の冊子の事前配付、ポスターといったもの

をやっているほか、ウェブ広告、ユーチューブ、あとは、国の北海道労働局の就職支援

機関に貼り出してほしいといったお願いもしているようなところでございます。それ以

外には、アナログですけれども、札幌市営地下鉄にポスター掲示ということで、イベン

トの際には目につくように周知しているところでございます。 

  私からは、以上でございます。 

●平本委員長 

  それでは、こちらにつきましてもご質問をお願いいたします。 

●小島委員 

  ご回答いただいているヒアリング項目の１番で、応募されている企業が４６社ですか

ら、それなりにニーズがあるけれども、今のところ３０社ですよと３０社にしているの

は予算的な制約のためという理解でよろしいですか。 

●経済観光局 

  おっしゃるとおり、予算的な制約として３０社に絞らせていただいております。 

●小島委員 

  ただ、これもさっきの話ではないですが、この事業を行うことによって、各年、採用

決定者数が３０人前後で推移しておりまして、一定の成果が上がっていると思うのです。

恐らく、各事業者が単体でばらばら動くよりは効率的かつ効果的に事業が行われている

のではなかろうかと思うのですよね。 
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  だとすると、端的に言うと、もっとお金を突っ込んででも拡大をしてあげる、あるい

は、企業からは負担金は取っていないのですか。 

●経済観光局 

  企業からは１１万円を取っております。 

  こちらは、行政の取組を見ると、企業が無償ですと、やる気といったらおかしいので

すけれども、意外とどうせ無料だしという感覚が発生するのですが、やはり手付金では

ないですが、１１万円払っているので、きちんと委託業者の声にも耳を傾けますし、１

１万円分をちゃんと回収しようという動きが出ますので、それなりの成果も出ているの

かなと感じているところでございます。 

●小島委員 

  今のご回答をいただいているのは４番の回答に該当しますか。 

●経済観光局 

  おっしゃるとおりです。 

●小島委員 

  本来であれば５０万円かかるのだけれども、１１万円で済んでいるという整理だと思

うのですけれども、例えば、極端なことを言うと、１５万円を取る代わりに４６社受け

られるようにするなど、いろいろなやり方があるような気がするのです。 

  使いたいという人たちがいて、やればやっただけの成果が上がるよねというのがある

程度見えている事業だと思うのです。このご時世、そういう事業はなかなかなくて、本

当に効果があるのかどうか分からないのだけれども、これをやることによって、これに

参加した企業は１社１人ずつぐらい採用できるのだとすると、非常に意味がある事業な

のかなという気がしています。多少、お金をうまく融通するというか、あるいは、徴収

するというやり方をすることで、利用したいという人たちがみんな使えるようにしてあ

げるというものがあってもいいような気がするのですよね。 

  逆に言うと、これが使えない人たちはすごく損しているところもあるのかなという気

もしているのですが、これも早い者勝ちや過去の経験ですか。 

●経済観光局 

  いえ、これは抽せんです。業種が固まらないようにと、あとは、会社の規模が小さい

ほうを優先してあげたいものですから、大きいところは自分でもできますよねという形

で落とさせていただいて、応募の中で企業規模や業種の固まりを配慮しながら決めてい

るところでございます。 

●小島委員 

  もう一回、同じことを確認するのかもしれませんが、これを４６社にできる、できな

いというのは、予算上の制約ということでいいですね。 

●経済観光局 

  おっしゃるとおり、予算上でございます。 
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●小島委員 

  どこに一番お金がかかりますか。３０社でないと駄目な理由はどの辺になりますか。 

●経済観光局 

  いや、お金さえあれば……。 

●小島委員 

  それはそうですけれども、例えば、３０社でブースを構えると、そこそこでかい会場

を使わないといけないから３０社しか入れないのだよねとか、いろいろな理屈があると

は思うのですよね。掲載するだけだったら別に安くてもできる気がするので、もう少し

何か工夫をして幅がでないかなと思っておりました。 

●経済観光局 

  お金以外の面でもう少しまとめられるかですね。 

●小島委員 

  そうですね。繰り返しますけれども、成果が上がるのであればやったほうがいいかな

と思っています。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

●高崎委員 

  私も札幌市内で会計事務所をやっているので、求人活動にすごく力を入れていますが、

本当に苦戦していまして、この値段でこれだけ充実した採用活動してもらえるというの

はすごく魅力的ですけれども、正直知らなくて、こういうものがあったのだと今回初め

て知ったのです。 

  多分、企業側のニーズは本当にたくさんあると思うので、例えば、今だと５０万円一

パッケージのものを１１万円の負担でいうことだと思うのですけれども、もう少し予算

を下げて、多くの企業が使えるような取組があってもいいのかなとは思っています。 

●平本委員長 

  人手不足は、業種、業界を問わず本当に問題になっていますから、それに少しでも届

くといいなという気持ちだと思うのです。 

  ほかにはいかがでしょうか。 

●髙橋委員 

  学生たちの総来場者数が５４人で、もう少し増えないのかなと思うのですけれども、

そこを増やすために今後考えられていることはありますか。 

●経済観光局 

  ６月２７日に開催したものは、いわゆる掲載企業のみ、この３０社の中小企業のみの

ものでございます。 

  これ以外にももう一個、合同企業説明会に参加していただくのですけれども、そうい

ったものは５００人が来ます。 
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  その理由というのは、はっきり言うと、大企業がいないと、学生は来ないのです。学

生に人気の北洋銀行、ニトリといった大企業があると学生は来るのですけれども、中小

企業だけですとなかなか来ないというのが本音です。 

  それと、今のご時世では、６月２７日というと、就職活動が終わっている方も結構多

いというのが本音なものですが、ただ、この５４人は本当に中小企業でも地場で働きた

いといった意欲の高い方が集まってくれたものと思っているところです。 

  ただ、今後の集客には努力いたしたいと考えております。 

●髙橋委員 

  ありがとうございます。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

●内田副委員長 

  今の点ですが、三省合意がありますよね。あれで、６月より早くできるのではなかっ

たでしたか。６月が採用開始でしたか。私は、今年は就職担当をやっているのですけれ

ども、やはりもう少し前倒ししないと学生のニーズと合わないのかなと思うので、時期

も三省合意のぎりぎり早いところでやったほうがいいのかなと思いました。 

●経済観光局 

  私は、今は雇用の課長職ですが、その前の係長職のときも雇用にいまして、各キャリ

アセンター等も回らせていただいて、いろいろお話を伺ったのですけれども、やはり３

月に決まる方は、大企業といったらおかしいですけれども、中小企業を練習台に使う学

生も多いのが実情です。面接を中小企業で受けておいて、本命の行きたい大企業に対し

てステップアップしていくのです。ですから、６月ぐらいに受けたほうが内定辞退自体

は低いのは間違いないと思います。 

  やはり中小企業の人事の方々は、本来はもっと採用活動を設けるべきですけれども、

他業務もあるものですから、そこまで余力がございません。それであれば、きちんと目

指す方に対してきちんと接してきちんと確定する、それらを含めて、実はこちらから３

月ではなくて６月という形でお願いをしているところでございます。 

●内田副委員長 

  実態としては、今の４年生は、去年９月ぐらいでもうじゃんじゃん内定を取っている

人がいるのですよね。実態は、もうすごく早くて、守っていない企業が多いのです。 

  ６月採用開始ですから、採用活動開始は３月ぐらいからできるはずですよね。 

●経済観光局 

  説明はそうですね。 

●内田副委員長 

  そうやったほうが効果は大きいのかなと思いました。 

●小島委員 
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  ここは歩留りの話だと思うので、表現は悪いですが、落穂拾いだけれども、落穂拾い

のほうが確度が高いということですよね。 

  確かに、あまり早く内定を出してしまうと、それを押さえに使って本命というか、も

っと大きい会社に応募したいというのは感覚的には理解できるかなとは思いますけれど

も、非常に悩ましいですね。 

●経済観光局 

  おっしゃるとおりです。 

●平本委員長 

  先ほど最初にご説明いただいた伴走型支援というのは、実際に伴走する事業者はどこ

になるのですか。 

●経済観光局 

  今は、北海道アルバイト情報社です。 

●平本委員長 

  これも北海道アルバイト情報社がやっていらっしゃるのですね。 

  今のところは、今年度、昨年度は、主にＨＡＪがパートナーになっているということ

ですね。 

●経済観光局 

  おっしゃるとおりです。 

  令和３年度まではマイナビがパートナーだったのです。マイナビは、確かに合同企業

説明会の寄りはすごく多いですが、やはり質が高いといった言葉はあれですけれども、

アルキタのほうが地元中小企業…… 

●平本委員長 

  実情もご存じだし、特に、地場の中小企業とのつながりが深いということですね。 

  今、北海道アルバイト情報社は、こういうようなことができる陣容になったのでね。 

  ほかにはいかがでしょうか。 

●小島委員 

  同じ話を蒸し返して恐縮ですけれども、合同説明会に参加しますよとか、箱にイベン

トとして参加してもらえますよということは、当然だけれども、キャパの問題があるか

らお金がかかるよねとは思うのですけれども、インターネットで求人サイトをつくるこ

と自体は、バーチャルだからある程度お金がかからないのかなと思うのです。例えば、

応募されている中で中小企業としてカテゴライズされる、この要件に合っているところ

については、Ａパターン、Ｂパターンみたいにして、Ａパターンはフルパッケージで今

やっている事業が全部使えます、Ｂパターンは、リアルは参加できないけれども、バー

チャルは１１万円で広告掲載ができるよというような、その辺をうまく工夫ができると

いいのかなと思ったところです。 

  その公平性のところを、応募があるのだとすればうまく使っていただく、そこを両取
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りできるといいのかなと気になったところではありました。予算上の制約もいろいろあ

ると思うのですけれども、そう思いました。 

●経済観光局 

  工夫して頑張ります。 

●平本委員長 

  手を挙げることができる求人している企業は、札幌市の企業に限定ですか。 

●経済観光局 

  札幌市内に本社を構えている企業です。 

●平本委員長 

  半分が国からお金が入っていますが、これをさっぽろ連携中枢都市圏の１２市町村に

拡大してこの事業をやることは立てつけ上は可能ですか。 

●経済観光局 

  立てつけ上は可能です。例えば、奨学金のように、３０社のうち５社をさっぽろ連携

中枢都市圏の他都市とすることははできます。 

●平本委員長 

  何でそんなことを申したかというと、もちろん、札幌市内には中小の事業者がたくさ

んいらっしゃるのですけれども、この周辺都市にも結構あって、その中にはオンリーワ

ン企業みたいな、ちっちゃいけれども、面白い企業があったりするのです。そういうよ

うなところも入ってくると、学生にしてみても選択肢が広がりますし、それから、都市

圏全体で考えるときも底上げになるのかなというような気持ちで申し上げたので、もし

ご検討の余地があればというそれぐらいにお聞きいただければと思います。 

●経済観光局 

  承知いたしました。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

●平本委員長 

  事前にお尋ねしたいことはやり取りさせていただきましたので、これでヒアリングは

終了したいと思います。 

  どうもありがとうございました。 

●経済観光局 

  どうもありがとうございました。 

 

〔  所管事業部局退室  〕 

 

●事務局 
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  それでは、休憩をいたします。 

 

〔  休    憩  〕 

 

〔  所管事業部局入室  〕 

 

●平本委員長 

  それでは、本日のヒアリングを行いたいと思います。 

  私は、委員長の平本と申します。よろしくお願いいたします。 

  それでは、事前にこちらからご質問を差し上げておりまして、資料の備考欄に二重丸

がついている３件につきましてご回答いただいた後に、委員の皆様方からお尋ねしたい

と思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

●経済観光局 

  観光地域づくり担当課長の大内と申します。よろしくお願いいたします。 

  それでは、早速、ヒアリング項目に基づきましてご説明をさせていただきます。 

  まず、都心における冬のアクティビティ創出費の二重丸、１番、２番、４番というこ

とで、まず１番の他都市の事例について、他都市の設置状況、併せて本市における民間

資金による自走化の可能性についてということでのご質問かと思います。 

  まず、事業評価調書では、他都市の事例として、東京ミッドタウン、ららぽーと豊洲、

横浜赤レンガ倉庫を挙げさせていただいておりましたけれども、このうち横浜赤レンガ

倉庫につきましては、実は、昨年、ヒアリングを行っておりまして、約３か月弱の開催

で事業費が１億円ほどというふうにお伺いしているところでございます。その経費の全

ては、基本的に入場料収入で賄っているとお伺いしていますので、公費の投入はなく、

スポンサー集めもしていないということで、横浜からお伺いしているところでございま

す。 

  本市における民間資金の自走化の可能性については、現在は公費による支援が必要な

状況であると認識しておりますけれども、いずれは横浜のような公費なしでのロングラ

ン開催ができたらなと考えているところでございます。 

  ただ、現状としては、まだ開催してコロナ禍が明けて２年という形になっておりまし

て、長期開催に見合うだけの集客数がまだ獲得できていないという状況がありますので、

今後につきましては、同じような時期にやっております雪まつりとの一体的な展開で本

事業の認知度の向上を図っていく、また、そういったことを通じてロングラン化につな

げて、将来的には民間資金による自走化を図っていきたいと考えているところでござい

ます。 

  ２点目、事業目的についてということで、目的から雪まつり時期とずらしての開催で

もいいのではないかというところ、ウインタースポーツの文化醸成にどうつながってい
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くかというところでご質問いただいておりました。 

  ご指摘いただいたとおり、本来は、雪まつり期間以外も楽しめる都心の体験型観光コ

ンテンツを目指してまいりたいと思っているところでございます。このため、昨年度は、

雪まつり期間と重複しつつも、さらに後ろに１週間ほど延ばして長い期間で開催をいた

しまして、観光客の滞在日数の延長を図ってまいったところでございます。 

  ただ、やはり、まだ本事業の認知度という意味では低いというところがあり、十分な

集客数を獲得ができていないというような状況があります。そのような状況なので、先

ほども申し上げましたが、今年度は、雪まつり会場との連携をより強化していきまして、

認知度の向上と雪まつりと一体的なにぎわい創出を目指してまいりたいと考えておりま

す。そして、本事業の認知度が向上した際には、ロングラン化につなげて、雪まつり期

間以外も楽しめる体験型コンテンツに成長させていきたいと考えているところでござい

ます。 

  また、ウインタースポーツ文化の醸成につきましては、やはり市内にスケートができ

る施設というものが幾つかありますけれども、そこに行くことが目的にならないと、な

かなかそこでスケートをやるという形にはならないと思いますので、そういった意味で

は、都心にあって気軽に参加できる、体験できるというところが、なかなかほかにはな

い特徴というふうに考えているところでございます。 

  市民が気軽にスポーツを楽しめる機会を提供するほか、また、子ども向けの体験教室

を実施しておりまして、そういったものを通じて地元スケーターの育成、スケート競技

人口の裾野の拡大を図ってまいりたいと考えているところでございます。 

  続きまして、４点目、予算決算についてということで、協賛金の推移、また、予算以

上の協賛金が入ってきた場合にはどこに使われているのか、どこで調整されているのか

というご質問でございます。 

  まず、協賛金の推移につきましては、令和２年度、令和３年度に関しましては、コロ

ナ禍で開催ができなかったということもありますので、協賛金としては０円となってお

ります。 

  初開催の令和４年度の協賛金は、約４，５００万円となっております。 

  協賛獲得に向けて注力しているところではありますけれども、人件費や物価高騰とい

ったものの影響がありまして、開催経費が膨らんできているという状況でございます。

ですので、収支に余剰が生じるまでには至っていないという状況で、基本的には、赤字

になっています。ただ、不足分は、実行委員会を構成している参画団体の負担金で調整

をしているというような現状がありますので、今、予算以上に協賛金が入ってきている

という状況にはないと、最終的には、不足分を実行委員会構成団体が補塡しているとい

うのが現実でございます。 

  説明としては以上でございます。 

●平本委員長 
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  それでは、委員の皆様方、ご質問をお願いいたします。 

●髙橋委員 

  スマイルリンクさっぽろ収支決算という資料でいうと、赤字分を補塡しているところ

は負担金という項目になりますか。 

●経済観光局 

  そうですね。 

●髙橋委員 

  ありがとうございます。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

●小島委員 

  表現が妥当かどうかは分かりませんが、やや中途半端なところがあるなと思っていま

す。いわゆる、観光客を引っ張ってくるということであれば、雪まつりもやっているの

で、別にこのスケートをやっているから観光客が来るわけではないよというところがあ

るので、中途半端だなと思います。スポーツ振興で言うと、１回スケートリンクで滑っ

たからといって、では、スケートを頑張ろうというふうにはならないよね。教育プログ

ラムをやったりしていると聞いていますけれども、そういうところもあるので、それだ

ったら、ちゃんとした常設のリンクで１か月しっかりやったほうがいいということだと

思うので、立てつけが非常に中途半端かなと思っています。 

  私は、道外の人間ですから、これが冬の風物詩として皆さんにすごく認知されていて、

これをやらないと札幌の冬が来た感じがしないよねという位置づけなのかどうなのかと

いうのがよく分からないのですけれども、あえて雪まつり期間ではないときにやる、あ

るいは、札幌駅のだだっ広い空いているスペースがあるので、あそこでやるとか、そう

すると、道外から来て、取りあえず、札幌駅で降りたらいきなりスケートリンクがある

よね、何か札幌らしいよね、雪国だよねというほうが、特に皆様方は観光・ＭＩＣＥの

部署だというふうに承知をしていますので、観光誘客と観光資源につながってくるのか

なと思うのです。 

  立てつけが非常に中途半端だなというふうに思っているのですけれども、その辺りは

どうなのか、あるいは、そもそも雪まつりの中でこれをやらないと客が集まらないから、

この時期にやっているということなのかどうなのかというあたりも含めて、実態を教え

ていただきたいと思います。 

●経済観光局 

  正直、スマイルリンクさっぽろとしての認知度は、例えば、観光客もそうですし、市

民もそうですけれども、なかなかそこまで認知されているという状況にはないかという

ふうには認識をしております。 

  理想を申し上げますと、やはり雪まつり以外の期間も含めて、例えば、クリスマスか
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らずっとこうやっていますといった形が取れるのが一番いいなとは思っております。 

  ただ、現実問題として、例えば、横浜でやっているスケートリンクというのは、底に

冷たいクーラーシステムを使って氷が解けないようにやっているのですけれども、我々

がやっている今のスケートリンクに関しましては、一旦、氷を置いている状態でして、

実は冷やしたりというシステムはないので、そもそもの仕組みとしてロングラン化する

というのが難しい状況にはあります。 

  そういう施設を持ってくればいいのではないかという話ももちろんあるのですけれど

も、この施設自体が北海道にはなくて、それを輸送して持ってこなければならないので、

その輸送費がかかったりというところもあって、横浜では１億円ぐらいでやっていると

いうお話ですけれども、さらにそこの部分で経費がかかってきてしまったりというよう

なこともあります。 

  もちろん、そういったやり方をする方向を模索していきたいと考えていますので、そ

ういった意味では、雪まつりと一緒にやっていくことでスケートリンクの認知度を上げ

ていきまして、少しずつ期間を延ばしていきたいというところが現状かなと認識してい

るところです。 

●小島委員 

  天然の氷というか、自然にできた氷でやっているのですね。 

●経済観光局 

  そうですね。 

●小島委員 

  それは北海道にならではだと思うのです。 

  ただ、最近、温暖化で雪まつりの雪も集まりませんみたいな話もしていますけれども、

そこは維持できるのですか。 

●経済観光局 

  昨年で言いますと、雪まつりが終わった次の日に十何度という気温になったときがあ

って、そのときは、さすがにスケートリンクの氷もぐちゃぐちゃに解けてしまって、そ

の日はスケートリンクを開催できなかったというときもあります。 

●小島委員 

  私は、今かかっている費用というのは、リンクをつくって冷やすことにお金をかけて

いると思っていたのですけれども、そうではなくて、その箱を管理したり、あるいは、

スケート靴を貸し出したりというところに経費がかかっていると。 

●経済観光局 

  そうですね。 

  あとは、造作関係でかかっています 

●小島委員 

  ごめんなさい、場所を理解していないのですが、どこでやっているのですか。 
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●経済観光局 

  アカプラという道庁赤れんが庁舎の近くです。 

●小島委員 

  普通の観光客が行くにはちょっと遠い気もしますね。 

●経済観光局 

  そうですね。そういったところもありまして、今年度に関しましては、場所の問題も

含めて、雪まつりとどう連携していくかということを考えていきたいというふうに考え

ております。 

●小島委員 

  今、少し申し上げましたけれども、そもそも集客が難しいところでやればお客さんが

集まるわけがないのと、そして、こういうものはあまり広くなってもいいような気がす

るのです。場所があればいいみたいな気もしていて、そういう意味で言えば、本当に札

幌駅前ぐらいのほうが、むしろ行ったらいきなりスケートをやっているみたいなほうが

何となく絵になるような気もするのですが、そういうやる場所ややり方みたいなところ

も工夫されるといいのかなと思います。 

  別に、雪まつり期間にかかってもいいと思うのですけれども、その時期だけにやると、

何となく、みんなも雪まつりのほうに集中してしまうと思うので、せっかく投資するの

だとすると、何かほどほどのコンテンツだけれども、来たら何か札幌らしいみたいなほ

うが効果が高いのかなと。お金の問題もあるのですけれども、横浜市が２か月やってい

るのだとすれば、２か月とは言いませんけれども、１か月とか２か月とか冬の期間に来

るとそういうことやっていていいよねというふうに工夫できるといいのかなと思ってい

ます。 

●経済観光局 

  ありがとうございます。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

●高崎委員 

  １番のところで、やはり将来的には自走化というか、民間資金で賄っていただきたい

事業なのかなと感じているのですけれども、今回比較に出されました横浜赤レンガ倉庫

のリンクの使用料の情報は何かありますか。 

●経済観光局 

  入場料として大人１，２００円、３歳から高校生が１，０００円、付添い、観覧料と

いうものも２００円取っているそうです。これは全て税込みで、貸し靴料込みでござい

ます。 

●高崎委員 

  札幌市のほうが若干高いですね。 
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●経済観光局 

  そうですね。 

●高崎委員 

  今、１日の利用者数は、入場者数が大体２，０００人から４，０００人で推移されて

いて、実際にリンクを使われた方が日によってまちまち…… 

●経済観光局 

  ４００人、３００人、土・日だと５００人です。 

●高崎委員 

  自走化するには、どのぐらいまで人数を引き上げるなど、そういうシミュレーション

はされていますか。 

●経済観光局 

  具体的なちゃんとした計算はまだしていないです。 

●高崎委員 

  ぜひ、そういうものをしていただきたいと思います。お願いします。 

●経済観光局 

  かしこまりました。ありがとうございます。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

●内田副委員長 

  事業報告の資料を見ているのですけれども、横浜では２か月間やって１億円という規

模に対して、やはり１０日間で１億円かかっているので、本当に自走化を目指すのであ

れば、お金がかかり過ぎだと思うのです。 

●経済観光局 

  ２０２２年度、令和４年度に関しましては、初回ということもあって、イニシャルで

かかる部分もいろいろありまして、１億円近くかかっていましたが、昨年度の収支決算

でいきますと、７，７００万円ぐらいになっているので、イニシャルの部分でかからな

くなった分は減になっている状況でございます。 

  まだ監査が終わっていない段階ですから、皆様にはお示ししていなかったところです

が、一旦、そのような形になっております。 

●内田副委員長 

  同じ資料で、協賛金、負担金が５，２００万円で、協賛金が４，５００万円ですから、

７００万円ぐらい参画団体で負担しているということですけれども、協賛企業が追加負

担しているということですか、参画団体はどこですか。 

●経済観光局 

  不足分は、実行委員会参画団体が負担しています。 

●内田副委員長 
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  それは、どういう団体ですか。 

●経済観光局 

  実行委員会を構成しているメンバーとしては、開催報告書の２ページの中段よりやや

下の主催と書かせていただいているスマイルリンクさっぽろ実行委員会の下のところに

ある札幌市、札幌商工会議所、札幌観光協会、札幌駅前通まちづくり株式会社、北海道

新聞社、北海道文化放送といった方々が、一応、主催のメンバーとなっております。 

●内田副委員長 

  この一部の企業は協賛もしているという感じですか。 

●経済観光局 

  そうですね。札幌市としても３，０００万円の負担金も出していますし、各社でもそ

れぞれ一部ご負担をいただきながらという形です。 

●内田副委員長 

  その参画団体の方々が負担金を出すメリットは、何か広告を出しているのですか。 

●経済観光局 

  広告も一部出しているのもあります。 

  あとは、やはりここの開催趣旨であるスケート文化を根づかせるですとか観光集客を

図るといったところにご理解いただいた上でご負担いただいております。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

  私は、これはすごくいいなと思っています。それは、この北方圏の都市の屋外でスケ

ートができる、しかも、夜までやっています。ヨーロッパに行くと、そういう都市がい

くつもあって、やはり印象としてすごくいいのですよね。 

  ですので、冒頭に小島委員がおっしゃったように、アカプラという場所が本当にいい

かどうかは検討いただくとともに、協賛を取り付けるのに意義をいろいろご理解いただ

くときに、スケート文化の醸成とあるのは、なるほど、そうなのかと思ったのですけれ

ども、もっとストレートに、これは冬の札幌の観光の目玉の一つですというような形で

観光特化でやるほうがずっとすっきりすると思うのですよね。スポーツ文化醸成とフィ

ギュア競技の裾野の拡大というのがどうも取ってつけたような気がしてあまりぴんとこ

ないのです。ですから、ぜひこれを次の観光の目玉にするのだぐらいのつもりでおやり

いただけるほうがずっと気合が入っていいかなと個人的には思います。 

  ほかはいかがでしょうか。 

●小島委員 

  おっしゃるとおりで、これは役所の悪いくせだと思うのですけれども、何でもかんで

も盛り込むとそれっぽく見えるということだと思うのですけれども、どう考えても、こ

れはスポーツ振興にはならないですよね。そういうところに無理をするよりも、いかに

これをうまく核として観光の目玉にするかというところに特化して動いていただくと。 
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  しかも、できるだけ民間のお金も使いながら長くやっていくか。札幌は観光都市です

から波があるとは思うのですけれども、その波を埋めるためのものとしてやるべきだと

思うので、私自身は、雪まつりの期間にこれをやるというのは非常に悪手だと思ってい

て、逆の時期に、やらない時期にやるべきだと思うのです。それでもお客さんが来る、

あるいは、札幌に来た方の印象を残すような何かみたいになるような仕立てにしていた

だけれるといいのかなと思うところでございました。 

●経済観光局 

  ありがとうございます。 

●髙橋委員 

  １４日間のイベントで運営・人件費２，３９９万円は結構高いなという印象ですけれ

ども、これは何か事前準備に関しても入っている感じですか。 

●経済観光局 

  そうですね。 

●髙橋委員 

  事前準備にどれぐらいの期間がかかるかは分かりますか。 

●経済観光局 

  １か月ぐらいかけて設営しております。 

●髙橋委員 

  分かりました。 

●平本委員長 

  あとはよろしいでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

  それでは、大体時間になりました。 

  今日は、どうもありがとうございました。 

 

〔  所管事業部局退室  〕 

〔  所管事業部局入室  〕 

 

●平本委員長 

  それでは、次に、事業ナンバー７の健やかな道路緑化推進費ということで、ヒアリン

グを行いたいと思います。 

  私は、委員長の平本と申します。よろしくお願いいたします。 

  それでは、事前にご質問を差し上げておりまして、それについて備考欄に二重丸がつ

いております２件につきましてご回答いただいた上で、委員の皆様から質問させていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

●建設局 
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  みどりの推進部みどりの管理課の濱岡でございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

  二つ丸をつけていただいているものがございます。 

  まず、一つ目は、取組内容についてということでご質問いただいております。 

  街路樹の伐採に当たっては、市民からの理解を得られるよう取組を併せて実施してい

るところでございます。例えば、幅の狭い歩道の街路樹を廃止する際には、町内会等地

域の方々の合意形成というものを図りながら実施しております。それと、併せて、不健

全な街路樹を伐採した際には、必要に応じて切るだけではなくて新たに植えるといった

ことも、順次、やっております。 

  また、伐採した街路樹につきましては、現在、木質バイオマス燃料の材料として有効

活用しておりまして、循環型社会の実現に向けた取組についても実施しているところで

ございます。 

  なお、他都市の事例ということで挙がっておりますのが、私どもで調べた中では、神

戸市、川崎市、町田市といったところでも、この街路樹の剪定枝につきまして、木質バ

イオマスなどの活用をしているとお話を聞いております。 

  これがまず一つ目でございます。 

  二つ目に、基本方針についてということでご質問いただいております。 

  私どもが今やっております街路樹基本方針という方針につきましては、全体的な事業

の方向性を示しているというものと、併せて、危険木の伐採といった安全・安心に資す

る内容を含むなど、市民生活に直接影響し得る方針でございます。 

  一方、既存の方針につきましては、策定から１０年が経過しようとしているところで

ございますので、これらの取組の結果を検証しつつ、これからどうやってやっていくか

といったところを、継続する、あるいは、見直しの必要性といったものを検討していく

時期を迎えているという状況でございます。 

  また、併せて、人口減少による経済規模の縮小、それから、昨今、かなり急激なペー

スで上がっております人件費の上昇といったところも踏まえて、札幌を取り巻く状況は

急速、急激に変化しているといった状況も踏まえ、当該方針を適切に改定、運用してい

くということが求められているというふうに考えております。 

  また、一方では、それを進めていくに当たっては、技術的検討や市民の意向というも

のも踏まえていかなければいけないというふうに思っているところでございます。 

  そのために、ここで質問していただいている内容ですけれども、豊富な知識、それか

ら、経験を持っている技術者と私たち職員が合わせて効果的・効率的に検討を進めると

いったことが大事であろうということで、この業務を出しているところでございます。 

  本業務の方針に基づいた取組については、継続、見直しということが物すごく重要な

今後の方向性になってくるかと思いますけれども、それに合わせて、現在、市民アンケ

ートを実施しているほか、私どもで所管している緑の審議会という諮問機関がございま



- 35 - 

 

すので、そういったところの意見も踏まえて、この方針について改定をしていきたいと

思っているところでございます。 

  積算に当たっては、そのアンケート調査というものが１，５００人対象にやっており

ます。それから、緑の審議会に書類を出すといった実施について専門的な知識を要する

ほか、将来的な将来像、ロードマップというものの策定というところの項目を積み上げ

た結果、積算としては１，０００万円を計上しております。 

  いただいたご質問については、以上でございます。 

●平本委員長 

  それでは、委員の皆様方からご質問をお願いいたします。 

●小島委員 

  この街路樹の剪定あるいは伐採しなければいけないという状況は全国的に発生してい

る問題で、札幌市だけの問題ではないとは思っているのです。 

  １番でご質問させていただいたように、やはり市民の皆さんからすると、せっかく植

えた木なのに何で切るのですかという人たちがかなりいるとは思うのですよね。東京の

千代田区ではそれが結構問題になりまして、イチョウの木を切るなと言って抱きついて

いる人がいました。恐らく、そういうようなことが全国的に発生をしていまして、札幌

でも同じような問題を指摘されることも多いと思います。 

  ただ、安全性や、歩道が凸凹してしまうようなところに植わっているのは木としても

いい状態ではないと思いますし、ケヤキや桜であれば、枝も折れてしまったりするわけ

ですから、一定の寿命みたいなものもあるのでというのは恐らく市民の方に丁寧に説明

をする必要があるだろうと思っています。 

  あとは、先ほどご回答いただいたように、伐採木も今はバイオマスにうまく使ってい

ますという話がありましたけれども、剪定木、剪定枝も含めて幅広く使っていただく、

あるいは、どこかに植え替えるのであれば、植え替え費用を市民の方が負担してくれる

のだったらそれを差し上げてもいいですよみたいなアプローチもあってもいいのかなと

は思うのです。 

  とにかく、この問題については、必要なので、丁寧にやっていく必要があるのだけれ

ども、要するに、何かしこりが発生すると後々まで引きずってしまう類いの事業だとい

うふうに思っているので、そこのバランスを取っていく必要があるのかなと思ったとこ

ろです。 

●建設局 

  小島委員がおっしゃったとおりだと思います。やはり、切るに当たっては反対される

方が一定数おられることは私どもも重々承知しているところであります。 

  委員がおっしゃったとおり、私どもの事業の中には危険木の診断というものもやって

いまして、基本的には、その年に診断して危険だと診断されたものについては１００％、

その年もしくは次の年までに切るということで、市民の安全を守るということを最前線
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に立ってやっているところでございます。やはり、それであっても切るなとおっしゃる

方がいるのですけれども、私どもとしては、どちらを優先するかといったら、市民の方

の安全ということになりますので、その辺はこういう状況なのでということで切った後

もくさびが入っていれば、こういう状況になっていますということもお話ししますし、

状況としてこういう状況なのですということは丁寧にご説明差し上げながら、現在、こ

の事業を進めているところでございます。 

  また、お話のありましたとおり、枝葉について、バイオマスに持っていけるものは全

て持っていくということで、今まで私どものほうで稼働していた篠路の清掃工場でのチ

ップ化では根っことかは駄目で、清掃工場に持っていって燃すという作業をしていたの

ですけれども、それも含めて全て引き取っていただけるということですので、葉っぱ等

につきましては、難しいところもあるのですけれども、かなりの量を木質バイオマスに

使わせていただいております。 

  葉っぱにつきましては、ためておいて腐葉土にするなんていう作業も地元の方たち、

もしくは、公園のボランティアの方たちと実施している公園もございますので、そうい

ったところで有効活用していくということで、私どもとして考えております。 

  それから、ぼこぼこの路面についても、やはり歩行者の安全ということですので、パ

トロールも含めてきちんと路面を見ながら管理をしていくということ、それから、ぼこ

ぼこになったから根っこを切りますかといって歩道を剝ぐと木がまた弱ってきてしまう

ということもございますので、どういう状況で直していったらいいかも含めて各区の土

木部と連携しつつ、今のところやっているという状況でございます。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

●内田副委員長 

  私も、２番目の基本方針の改定業務が気になっていまして、社会情勢や経済情勢とい

うものが変わっているのは理解できるのですけれども、それに対して危険木を伐採する

というところの基本的な方針というのはあまり変わらないのかなと考えています。 

  この決算状況を見ても、例えば、令和５年度で、改定に対する検討業務で３００万円、

令和６年度で１，０００万円ぐらい使っているというところのボリューム感が直感と合

わないような感じがするのですけれども、いかがですか。 

  やはり、人口減少とか社会経済情勢が変わってくると伐採の方針も変わってくるとい

うのがよく分からないのです。私も、安全・安心が第一ですから、木を切るなという人

がいたとしても、切るのが当たり前だと思うのですけれども、そういう根幹のところは

変わらないとすると、この１，０００万円や、検討に前の年から３００万円をかけてい

るのですが、そうものの適正価格感みたいなのが伝わってこなかったのですけれども、

いかがでしょうか。 

●建設局 
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  みどりの管理課の林と申します。 

  まず、令和５年度、昨年度業務と、今年度、令和６年度業務を行っているのですけれ

ども、簡単に内容を説明させていただきます。 

  まず、昨年度は、現行の方針における基本的な取組その取組の結果の整理ですとか、

その結果を整理した上での課題、その課題を解決する方法の検討などを行っております。

これには、今まで約１０年弱の膨大なデータを集約して解析するということで、それに

ついてのかなりの労力がかかったということでございます。 

  次に、今年度、令和６年度の業務は、まず内容といたしましては、１２項目ございま

して、内容としては昨年度業務で抽出いたしました課題解決の方法の整理ですとか、そ

の成果の改善や詳細の仕上げ、今後の施策の方向性の検討は専門的な知見や経験を要す

るものでございますので、専門家に委託して行っております。 

  あとは、ロードマップの作成や将来像の作成、パースの作成、先ほど説明があった市

民アンケートの実施や緑の審議会の実施、実際に街路樹の維持管理を行っている業者も

現場の最前線で行っておりますので、また何か違う課題感があるかということもあると

思いますので、意見の交換、方針案の作成を行っております。内容は、このように多岐

にわたります。 

  次に、金額のお話が出たのですけれども、では、何に一番お金がかかっているかとい

いますと、１２項目ある中で、市民アンケートの実施、最終的な重要なロードマップや

将来像の作成、この２項目がございまして、それぞれが直接原価で約７０万円となって

おります。ほかには、緑の審議会の実施ですとか街路樹の目指す方向、方針案の作成が

３項目ございまして、それぞれが直接原価で約５０万円です。残りの７項目がそれぞれ

約１０万円から３０万円程度となっておりまして、それに必要なものも少しずつ、それ

ぞれは小さい額ですけれども、積み上げていきまして、また、国土交通省の積算設計要

領にのっとりまして設計しているので、それに経費をかけると、このような価格になる

ということでございます。 

  次に、何か変わるのかというお話をされていたと思うのですけれども、委員がおっし

ゃるように、市民の安全が第一ということはもちろん根幹にございますが、例えば、現

在植えている街路樹の種類、樹種について、現行の方針を策定したときに作成した街路

樹の適正表に基づいて街路樹を植えているのですけれども、その植えた木が蜂の餌にな

るから蜂が来てしまったり、実が落ちて車両を傷つけるといった課題も生じているとこ

ろです。ですので、こういった内容も、今年度の業務で効果的・効率的に検討を進めて、

選び直して変わる可能性があります。 

  また、今後の方向性について、危険木はなくすということはもちろんですが、そのほ

かに、狭い歩道の街路樹をなくしていきましょうですとか、先ほどの樹種の話とも重な

るのですけれども、もっと適正な樹種に変えましょうといった取組をしております。そ

の取組の内容につきましても、今回、市民アンケートや業界の意見も今後聞こうと思い
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ますので、その意見を踏まえて現行の方針から変わる可能性があると考えております。 

●内田副委員長 

  緑の審議会の費用も入っているということですが、毎年やっているようなものなので

すか。 

●建設局 

  年に数回、多くて３回程度かと思いますが、その議題に合わせてやっているところで、

現在、大通公園や中島公園の改修についてのお話をさせていただいている中に、この街

路樹についても今年度は２回ほどお話を差し上げてご意見をいただこうと思っていると

ころでございます。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

  木質バイオマスというのは、先ほどチップにされるというお話をされました。これは、

まきでそのまま燃やす場合もあるのかもしれませんけれども、どこかの業者に委託して

木質バイオマス燃料にチップなりに加工してもらってそれを販売しているということで

すか。 

●建設局 

  私どもは、ある一定の土場にためておいて、それを木質バイオマスの会社の方に取り

に来ていただくということで、切ったままの形で提供しているところでございます。 

●平本委員長 

  それを業者が加工するということですね。 

  それは、ただで提供しているのですか。 

●建設局 

  有価で出しております。 

●平本委員長 

  僅かだけれども、収入になっているということですね。 

●建設局 

  なっております。 

●平本委員長 

  分かりました。 

  あとはいかがでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

●平本委員長 

  それでは、大体時間になりましたので、これでヒアリングを終わりたいと思います。 

  今日は、どうもありがとうございます。 

●建設局 

  ありがとうございました。 



- 39 - 

 

 

〔  所管事業部局退室  〕 

〔  所管事業部局入室  〕 

 

●平本委員長 

  それでは、次は、空き家対策費でございます。 

  事前に質問を差し上げておりまして、それにつきましてはご回答いただいているので

すけれども、資料の備考欄に二重丸がついている２件につきまして、口頭でご説明をい

ただいた上で、委員の皆様方からご質問を差し上げたいと思いますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

●都市局 

  改めまして、都市局建築指導部監察担当課の石井でございます。よろしくお願いいた

します。 

  まず、いただいたご質問の一つ目の問題のある空き家の全体を把握すべきとのご指摘

であります。 

  現在、戸建て住宅というのは札幌市内に約３２万戸以上あるという状況でございます。

そして、推計ですけれども、毎年、数千件が解体されているというような状況にありま

して、全体を把握するための調査というものが調査方法や内容といったものに大きく左

右されることがあるものの、以前検討した見積もりですと、やはり１億円を超えるとい

うような額になっております。ですので、こうしたものを定期的に行うというなか難し

いという考えているところでございます。 

  一方で、国が５年ごとに行っている住宅・土地統計調査では、市内の空き家の数、さ

らには、そのうち、腐朽、破損している件数などは公表されております。平成３０年の

調査ですと、戸建て住宅の空き家については約１．２万戸、そのうち、腐朽、破損があ

るものが２，４００戸というような数字が出ておりまして、こういった調査結果からも

空き家軒数の概数というものを把握して事業を進めているところでございます。 

  続きまして、三つ目の質問に移らせていただきます。 

  こちらは、空き家対策をフェーズ分けして各対象にアプローチすべき内容かと思われ

ますけれども、ご質問回答の下のところに表を入れさせていただいております。 

  こちらが札幌市の空き家対策計画の抜粋となっておりまして、この空き家対策計画の

中では、三つにカテゴリーを分けております。一つ目が既に居住している状況から空き

家になる段階、もう一つが空き家になってから問題のある特定空家になるまでの段階で、

最後に、特定空家の段階と３段階に分けて、それぞれ対象、対策、指標というものを設

定しております。 

  この３段階の中で３番目の特定空家への対応というところは、まさに、近隣の住民の

皆さんが困っているという状況でございますので、札幌市としても対策に一番力を入れ
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ているという状況にございます。 

  こうしたことも含めまして、行政評価の成果指標については、各段階での取組を通じ

てもなお解決に至らない安全性等に問題のある空き家、特定空家の件数としているとこ

ろでございます。 

  説明は、以上でございます。 

●平本委員長 

  それでは、委員の皆様方、ご質問をお願いいたします。 

●小島委員 

  空き家対策も別に札幌市だけではなくて全国的な課題だと思うので、国でもいろいろ

と手を打っておられるという状況だとは思っているのです。 

  先ほどご指摘をいただいたところだと思うのですけれども、要は、もう空き家になっ

てしまったもので、それが誰も使わなくて朽ち果てて危ないというのは何とかしないと

いけないよねと。ですから、それは対処療法的に対応しなければいけないとは思うので

すけれども、やはり空き家を増やさないほうが大事だよねということだと思うのです。 

  やはり、空き家はどこで発生するのかというと、ご高齢の方がお亡くなりになって、

でも、相続のところでうまく調整がつかなくてほったらかしになってみたいなところが

大きいと思うので、その辺を各区の市民部と協力して、例えば、お亡くなりになる手続

をされるときに何かパンフレットみたいなものをお渡しして、早めに相続しないと、金

銭面でも問題が出てくるし、その後の管理が大変になりますよ、空き家対策をするため

にはこういうところに相談するといいですよみたいな予防的な措置というものをやられ

たほうがいいのかなと思います。 

  とにかく、増やさないことが大事だと思うのですけれども、そういうことを今やって

おられるのでしょうか。 

●都市局 

  空き家対策のパンフレットやリーフレットのようなものをつくって配付する活動はし

ておりますけれども、多分、今おっしゃられた死亡届をお持ちなられたときに合わせて

お渡しするというところまでの対応はしていないというのが現状です。 

●小島委員 

  でも、お亡くなりになっている方にそういう資料をお渡しするのもいかがなものかと

いうのもあると思いますし、人によっては、お父さんは亡くなったけれども、お母さん

はまだそこに住んでいますみたいな方もおられると思うので、一概には言えないと思う

のです。ただ、そういうところでアプローチをしないと。例えば、お父さんとお母さん

が札幌に住んでいるのだけれども、東京に出てしまっています、お亡くなりになったと

ころで手続しましたということだとすると、ほかにもう札幌市と相続人との接点がない

ので、空き家になってしまったので、何とかしてくださいと言う方法がないと思うので

す。ですから、そういうところもうまく捉えて、工夫して対応されるほうがいいのかな
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と思いました。 

  いずれにしても、相続してそれが２代目、３代目になってしまうと、もうだんだん手

が負えなくなってくるとは思うので、そこのところをもう少し工夫する、あるいは、そ

の予防的なところのアプローチをもう少し強化したほうがいいのかなと思いました。 

●都市局 

  私どもとしては、これまでは、先ほど言った実際に困っている特定空家、本当に老朽

化したものへの対策に力を入れたところではあるのですけれども、まさにおっしゃられ

るとおり、もっと上流といいますか、空き家が生まれるところ、所有者へのアプローチ

というものが大切なので、少しシフトということは考えているところでございます。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

●高崎委員 

  私は会計事務所をやっておりまして、今、事業者のお客様で、富良野やニセコで民泊

をされている方が結構いて、この空き家になったところを買い上げたり借り上げて、そ

こを民泊として提供するというような事業をやっている方が増えていて、やはりオーバ

ーツーリズム問題で、ホテルも少なく、なかなか取れないというところで、結構需要が

あるそうです。 

  多分、札幌市もそういう動きがあるというのが告知できれば、それに手を挙げてくる

方もいるのかなと思うので、空き家の上流の活用法の一つとして提案させていただきま

した。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

●内田副委員長 

  一番最後のページで、３段階に分けて対策、指標、アプローチという表があったと思

うのですけれども、③の一番下の特定空家等のＲ１２の目標値で、特定空家等の解決割

合がＲ１２で７０％で、Ｒ５のほうが７４．３３％と、現況のほうがいいような感じは

するのですけれども、これはやはり予算が先細りになる、あるいは、空き家が増える速

度が大きくなるので、そこまで解決できないという見通しなのですか。 

●都市局 

  なぜ、この目標値を令和１２年に設定しているかというところからのお話ですけれど

も、この空き家対策計画は１０年計画でつくられております。これは令和３年から令和

１２年までというスパンになっておりまして、実際の検討は令和２年ぐらいしておりま

す。その段階では、やはりここまでのパーセントはなかったという状況がありまして、

１０年後の指標をどう置くかといったときに７０％という数字を置いております。 

  空き家対策事業自体が空家法は平成２７年にできまして、まだそんなに年数がたって

いないという状況もございます。今ちょうど１０年ぐらいたちまして、この解決に向け
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た手法といいますか、私どもの対応もかなり上がってきているのかなというところで、

この数値の見え方はそうなっているかなと思います。 

●内田副委員長 

  もう一点、基本的に、空き家というのは家主が自分の責任でやるというところが原則

だと思うのですけれども、こういうふうに控除、補助の適用の判断は決まっているので

すか。 

●都市局 

  解体補助につきましては、先ほどから言っているいわゆる特定空家、老朽化している

という一定のラインを超えているものに対して補助を出しております。 

●内田副委員長 

  何も基準がなくて、そういう申請があると補助するということですか。 

●都市局 

  そうですね。点数化しておりまして、採点基準に基づいてしております。ですので、

基本的には空き家であれば対象にはなります。 

●内田副委員長 

  そうなると、実態としては幾ら予算があっても足りなくて、本当は自己責任の問題で

すし、どこまで行政として介入するかというのは難しい問題だとは思うのですけれども、

基本的にはそうなっているのですね。 

  それが先ほど言われた空き家に関する法律に……。 

●都市局 

  法律は法律としつつ、国土交通省の補助メニューに除却補助というものが入っており

ますので、それを活用して実施しております。 

●内田副委員長 

  分かりました。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

  特に特定空家がそうだと思うのですけれども、所有者の追っかけができなくなってし

まって、どうにもならなくなるというようなことがしばしば社会的に問題になっていま

すし、それが例えば北海道ですと倶知安町や富良野市の場合、外国人オーナーの間で転

売が行われて、もう誰が所有者が全く分からないということが現実にあるやに聞いてい

るのですけれども、札幌市はそういうような状況はあるのですか。 

●都市局 

  あります。やはり、追えない、亡くなられて相続する方がいらっしゃらないものは多

いです。 

  そういったものについては、大体、弁護士がなられるのですけれども、相続財産清算

人や、所有者不明土地管理人として裁判所に申し立てて解決をしていくと。毎年、年間
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５件前後やっております。 

●平本委員長 

  そういうものの撤去費用は行政が負担しているのですか。 

●都市局 

  一旦、裁判所に予納金という形で解体費用も含めた額を預けるのですけれども、最終

的に土地が売れることが多いですので、そうなると、ほぼ全額返ってきます。 

●平本委員長 

  最終的に競売にかかるのですか。 

●都市局 

  競売といいますか、管理人の方が売却します。 

●平本委員長 

  弁護士の方から管財人になられてということですね。 

  多分、今後、そういう特定空家が加速度的に増えていきますよね。そうなったときに

スムーズに更地にして売ることができるスキームは、札幌市の問題ではなくて最終的に

は国の問題だと思うのですけれども、そういうのが早くできるといいですね。 

●小島委員 

  どうしても、これは予防を強化するべきだというふうに思っています。手続が物すご

く大変ではないですか。裁判にかけて云々かんぬんと考えると、年間５件というのは数

が全然足りないです。逆の言い方をすると、比較的、人が住んですぐの状態であれば、

家自体はすぐリフォームすれば使えるところもすごくあると思うのです。その辺りを予

防するのも楽ではない、言うはやすしだと思うのですけれども、空き家になってからと

いうところの労力を考えれば、予防のところは、逆に、チラシ１枚を渡せば済むところ

というものもあると思うので、ぜひそちらのほうを、特に指標も含めて少し評価をして

いただくようなアプローチをしていただくとよろしいのかなと思ったところです。 

  相続人が増えると莫大な予算と労力で、本当にネズミ算で３層目まで行ってしまって

いますとか、４層目ですというふうになると、本当に手間暇しかかからないので、むし

ろ、そうならないような工夫を強化していただきたいと思っています。 

●髙橋委員 

  私も弁護士ですが、早期の解決を目指してほしいと思います。相続人が４人の間であ

れば解決は簡単なのです。４人で合意してみんなで売却しましょうということができる

けれども、これが１６人になると、もう弁護士も正直手に負えなくなることがあります。

１６人のうちの１人が認知症だったりすると、後見人をつけないと進められないなど、

大変なことになっていくのです。そこまで放置しない段階での早期の解決をするために、

やはり弁護士につないでいただかないと解決できない場合が結構あるのです。連携団体

の中で意見をお伝えしましたけれども、ぜひ弁護士との連携もご検討いただけたらとい

うところです。相談会などをすれば、早い段階で解決できる事例は結構たくあると思い
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ます。 

  １６人とかになると、戸籍謄本を取るだけで物すごく大変です。大体、１人行方不明

だったり、１人認知症だったりするので、もう本当に解決不能になっていくので、ぜひ

早い段階での解決をお願いします。 

●平本委員長 

  内田副委員長、小島委員、髙橋委員がおっしゃったとおりで、先ほど３段階のフェー

ズ分けのものがあって、どうしても危険度が高いから特定空家に注力せざるを得ないと

いうのは実態としてよく分かるのですけれども、実は、この②は、うまくやれば再利用

ができる物件ですよね。ですから、ここのところをうまく再流通させるようなスキーム

をつくれたら一番いいし、もし手放すのであれば、今、髙橋委員がおっしゃったように、

できるだけ早いうちに手が打てるということが重要だと思うのです。 

  今すぐではないのかもしれませんが、中期的にはそういう予防的な空き家対策という

ようなことにもぜひ目を向けていただきたいと思います。もう考えていらっしゃること

は十分存じ上げているのですけれども、どうしても目先のことに追い立てられるという

のが実情だと思うので、その予防的なこともお考えいただけるといいなと思いながらお

話を伺いました。 

  ほかにはいかがでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

●平本委員長 

  ご質問させていただきまして、お答えいただきましたので、これでヒアリングを終了

いたします。 

  どうもありがとうございます。 

●都市局 

  ありがとうございます。 

 

〔  所管事業部局退室  〕 

〔  所管事業部局入室  〕 

 

●平本委員長 

  それでは、事業ナンバー５のＩＴ人材確保育成費についてのヒアリングをいたします。 

  私は、委員長の平本でございます。よろしくお願いいたします。 

  事前にご質問をさせていただいておりまして、２件に二重丸をつけてご回答いただく

ということになっておりますので、まず、二重丸がついております項目について口頭で

ご説明いただいた後、委員から質問させていただきたいと思いますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

●経済観光局 
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  経済観光局イノベーション推進課長の太田と申します。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

  では、お時間もございますので、早速、回答に入らせていただきたいと思います。 

  質問票で回答した６件のうち２点目と６点目、まず、２番目の質問の内容としまして

は、東京のＩＴ系の専門学校向けに会社説明会や就職イベント等といった即戦力を確保

できる可能性という点についてのお答えをさせていただいております。 

  私どもとしましては、過去には、首都圏でのマッチングイベント等を実施していた経

緯もございますが、このコロナ禍の中で一度中断をして今に至っている状況でございま

す。 

  既に、コロナ禍も明けておりますので、今年度からは市内のＩＴ企業が高度ＩＴエン

ジニアを確保するといった支援を目的に業務を行っておりまして、具体的には、札幌Ｕ

Ｉターン就職センターによるマッチングや合同説明会に私たちもしっかり連携をさせて

いただいて、高度ＩＴ人材を増やすための取組というところでも雇用の所管課と連動さ

せていただく予定になっております。 

  また、一方で、もう一点の論点としまして、どうしても首都圏の企業とは、事業規模

ですとか、勤務条件、例えば、お給料の格差といったこともございまして、そこは簡単

には解決しない構造的な問題もあると認識しております。そのことのみをもって戦うの

ではなくて、例えば、その賃金面以外の雇用環境、例えば、住環境ですとかテレワーク

も含めた東京にはない魅力を札幌の企業は持っているのですよというところもしっかり

アピールできるようなコンサルティングを企業の人事採用の担当者に対しても行ってい

くというところで、自社の魅力をしっかりと伝えられるようなコンサルティングを通じ

て、人材確保の取組を目指していきたいと考えております。 

  まず、２点目の回答としては、以上になります。 

  続いて、６番目は、市内のＩＴ系の学生が就職で道外に流出してしまうことについて、

ＵＩターンなどとの連携ですとか、札幌に残ってもらう取組についてのご質問でござい

ました。 

  こちらは、先ほど申し上げた内容と一部重複するのですけれども、どうしても首都圏

の企業と同じ勤務条件で対抗することはできませんので、申し上げたような札幌ＵＩタ

ーン就職センターとの連携というものは引き続き取り組んでいきたいと思っております。 

  また、これは後段の札幌に残ってもらう取組にもかかってくるのですけれども、市内

のＩＴ企業のＩＴ人材、いわゆるエンジニアを確保するために、短期だけではなくて、

中長期の取組も必要というふうに考えています。 

  具体的には、Ｓａｐｐｏｒｏ Ｅｎｇｉｎｅｅｒ Ｂａｓｅというプロジェクト名を

冠しているのですけれども、趣旨としましては、エンジニアの活動や成長ができる環境

づくり、それから、エンジニアや学生を対象としたネットワークの構築やキャリア形成

を目指すイベントの固まりを考えております。 
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  その中で、特に学生の道外流出への対応として、北海道デジタル人材育成推進協議会

というものも他方でございます。こちらは産学官連携の協議体ですけれども、この取組

の中でも教員向けの合同企業説明会ですとか、学生と経営者に向けた交流イベントを実

施することで、進めていきたいと思っております。 

  説明が少し不足したので、追加させていただきますけれども、先ほど申し上げたＳａ

ｐｐｏｒｏ Ｅｎｇｉｎｅｅｒ Ｂａｓｅは、エンジニアの場合は特にコミュニティー

づくりが非常に重要というふうに考えておりますので、まず、同じスキルや課題意識を

持ったようなエンジニアが一つに集まれるような具体的な場所も含めて、そういった場

所を確保しまして、精査できる環境ですとか、新たな技術確保、スキルアップみたいな

ことを目指せるような場を札幌にしっかり用意をして、首都圏の方々、札幌域外の方々

においても、札幌に来たらこういったエンジニアの集まりがあると、例えば、コードで

すとか、いろいろなスキルを軸にしたコミュニティーがそれぞれにあって、ここでしっ

かり切磋琢磨できる仲間がいると認識してもらうことが札幌にとどまる理由の一つとし

ても大きく機能するのではないかと考えておりますので、行政としても率先してそうい

った場づくりを目指したいというところで、昨年度から新たに立ち上げる取組になりま

す。ここをしっかりと行うことで、企業とのつながりももちろんですけれども、札幌に

残る理由というのをしっかり示していきたいと考えております。 

  一旦、こちらからの回答は、以上になります。 

●平本委員長 

  それでは、委員の皆さんからご質問をお願いいたします。 

●小島委員 

  まず、１番は、ＩＴ人材が足りないという前提でこの事業を組み立てられているとは

思うのですけれども、具体の不足社員数や充足率は把握していませんというご回答をい

ただいていますが、これは一回調査をしたほうがいいと思っています。 

  例えば、３段落目の市による企業経営動向調査の中で、情報通信業の７１．４％が人

手不足を問題点として挙げていますと書いていますけれども、ここで言っているのは、

別に営業が足りないというのも混ぜこぜになって言っているはずですから、そうではな

くて、そもそもＩＴ人材の定義とは何ですかというところから本当は突っ込まないとい

けないのですけれども、どういう類いのプログラマーが欲しいのか、技術者が欲しいの

か、あるいは、設計できる人が欲しいというようなところの実態把握を行ってからでな

いと、逆に、どういう人材を確保してくる必要があるのか、それに対してどういう打ち

手があるのかということを考えられないのではないかと思うのですよ。 

  ですから、EBPMではないですけれども、ここが足りない足りないと言われているけれ

ども、本当に足りないのか、どんな人が足りないのかというところの把握を毎年やる必

要はないので、一回は政策の組立てのために調査をするべきではないかというふうに思

いますのが１点目です。 
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  それから、２点目として、やはり小・中学生向けのイベントは、風が吹けばおけ屋が

もうかるぐらい遠い話をしているのではなかろうかという気がしていています。それは、

やったらやったなりのものはあるとは思うのですけれども、今、ＩＴ人材が足りないと

企業が言っている状況の中で、小・中学生にプログラミングコンテストをやっている場

合ではないだろうというふうに思うのですよね。 

  歩留りも悪いし、今、小・中学校でプログラミングも始まっているので、これをわざ

わざ市がやる必要があるのか。少なくとも、教育委員会がやる分にはどうぞご勝手にな

のだけれども、産業振興の部署である皆さん方がやる仕事ではないように思います。そ

れよりは、むしろ即戦力としての大学生や専門学校生、あるいは、頑張ろうと意欲があ

る高校生や高専生を、いかに札幌にとどめて、札幌のＩＴ企業に就職させるかというと

ころに注力するべきだと思うのです。 

  マインクラフトをやっている子たちがＩＴ人材になるとはとても思えないので、そこ

は事業のやり方を考える必要があるのではないかなと思っているところです。ほかのと

ころでもご説明したのですけれども、どうしても市がやる事業は、いろいろなことを風

呂敷を大きく広げて大きく見せようというふうにするところがあるので、教育的な視点

というものも混ぜこぜになってしまいますけれども、本当にＩＴ人材が足りなくて困っ

ているのだとすれば、皆さん方がやるべき仕事はマインクラフトの大会ではないと思う

のです。 

  この中でも大会の話があったと思うのですけれども、青田買いをするというと語弊が

ありますが、そういう子たちをうまく捕獲して早めに札幌の企業が応援することは、多

分、即戦力確保という意味では意味があるし、その技術力を見るという意味でも意味が

あるはずなのです。だから、そういうより政策的な課題に対してダイレクトに刺さるよ

うなアプローチというものを考えていただく必要があるのかなというふうに、この資料

を見ていて思ったところでした。 

●平本委員長 

  何かコメントはございますか。 

●経済観光局 

  ありがとうございます。 

  ご指摘は、まさにおっしゃるとおりで、私たちのチームの中でも、そういったお話は

何度も繰り返し繰り返し、これが本当に必要とされる政策的な意義が高いものなのかと

いうことを自分たちの政策を照らして議論しております。 

  これが正解ということはございませんので、予算事業については、毎年のようにメン

テナンスをしまして毎年形を変えて今に至るのですけれども、当然、次年度も今年の経

過の継続ではなくて、どんどん改善していくことなります。 

  考え方の一つとして、今、私たちのほうで持っているのは、施策の中には短期的なも

の、中期的なもの、長期的なもの、例えば、おっしゃるとおり、今すぐエンジニアが足
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りないのに、小学生、中学生に幾ら啓発をしても今の人材不足は解消しません。ただ、

それが５年後に必要になります。１０年後に必要になります。例えば、ラピダス社が２

０２８年に本格稼働したときに、こういった人材が何万人以上必要になります。そうい

った青写真は明確ではないのですけれども、そういった仮説を立てながら、今すぐ必要

な人は域外、市外、道外、場合によっては海外から引き込んでくるように、ビザの緩和

みたいな大きな話から、東京の今の即戦力を引っ張ってくるような取組も必要ですし、

中期的な取組ですと、まさに今、高専に通っている学生、大学の工学部の方々など、数

年後には進路が決まるような方々に対しても必要であろうと。 

  １０年後になってくると、少し施策は薄まっていくのですけれども、いずれにしても、

限りある予算を全ての事業に、例えば、短期の事業のみに全て使うのではなくて、しっ

かり適正なポートフォリオを組みながら、最低限、多様性も確保しながら、この施策で

短期的なものをしっかり目指していきましょう、予算のウエートはしっかりかけていき

ましょうと。その中で、施策自体の多様性も求められていきますので、先が見えない変

化を世の中に対応していくためには、いろいろなところにも根を張りながら、例えば、

お子さんに２０年後にエンジニアになってほしいと思ったときに、今の小学生にスキル

アップということは少し遠いのかもしれないのですけれども、その保護者の方々に伝え

ていく、あるいは、札幌はこういったところに力を入れているまちだよというところで、

業界の方にもしっかり伝えていただく、そんないろいろな副次的な効果もあると思いま

すので、今の短期的な視座のみでもって、その事業だけを行うということではなくて、

幅広くやりながら、そういったアンテナも張れるのかなと思っております。 

  もちろん、正解ではございませんし、委員のご指摘はごもっともですので、そこはし

っかりと見失わないようにとは思うのですけれども、中期的なもの、長期的なものも、

必要性はしっかり認めながら、うまい配分を考えていきたいと、今、考えているところ

でございます。 

●平本委員長 

  いかがですか。 

●小島委員 

  おっしゃることは分かるのです。早めに育成しないといけないよねというところもあ

るとは思うのですけれども、ちょっと遠過ぎるかなと思っています。 

  例えば、中学生でプログラミングのコンテストをやるぐらいだったらいいと思うので

す。だけど、マインクラフトをやっても駄目だろうというところはあると思うのです。

その辺の短期、中期、長期のポートフォリオで施策を打っていくということ自体は反対

はしないですし、それをやるべきだとは思うのだけれども、もう少しその辺りの工夫を

する必要があるのではないか、あるいは、コンテストがプログラミングだけ云々かんぬ

んということであれば、企業にもかなりご協力いただいてやっているということだと思

うのですけれども、そっちのほうにもっとシフトしたほうがいいのだと思うのです。例
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えば、市として広報支援だけするから勝手にやってくれと、そういう人たちも必要だよ

ねということでやってもらうとして、市として特に産業振興を担う皆様方がやるべき仕

事としてその先々のことかどうなのかというところを含めて、再検討していただきたい

と思っています。 

●経済観光局 

  かしこまりました。 

  ありがとうございます。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

●高崎委員 

  ＩＴ人材の方のところで、二つとも採用条件について、賃金面のみならず、雇用環境

を含めた魅力向上に向けたコンサルティングを行うというご回答をいただいたかと思う

のですけれども、やはりＩＴ人材の方は、本当に技術を持っている方なら引く手あまた

で、売れっ子で、企業の皆さんの取り合いになると思うのです。 

  賃金面だと、札幌の企業だと首都圏の基準に比べると、そこで対抗するのはなかなか

難しいのかなというのが実感としてあるのですけれども、この中で、雇用環境を含めた

魅力向上に向けたコンサルティングで、具体的に何かこういう提案をしたいというもの

があれば、その具体的なものを教えていただければと思います。 

●経済観光局 

  例えば、企業の採用担当者に対して適正な専門人材の採用活動を行えるようなコンサ

ルティングをしようと思っておりまして、社会保険労務士の資格やＩＴに関する知見、

これまでの経験を生かした専門家の方々にしっかりコミットしていただいて、条件提示

するのは給与面だけではなくて、市内企業にはこういうコミュニティーがある、こうい

うスキルが身につきます、こんな実績が積めます、こういう環境で働けますといった生

活環境も含めて、その従業員の方々が幅広く条件と受け止められるようなものをしっか

りと可視化をして、それを言語化して伝えて、それをしっかりとアピールできるような

トレーニングを積んでもらうと。 

  通常ですと、各会社の採用担当者の方ご自身が今までやられてきた方法が唯一の方法

だと思うのですけれども、市内にそういった問題を抱えているＩＴ企業の方々がたくさ

んいますので、他社がどういうことを考えて、どこに壁があって、どういうところをク

リアしてきたかということをちゃんとグループでディスカッションして、それぞれ高め

られるような仕組みも事業の中に取り入れていますので、それぞれが底上げできるよう

な仕掛けも今考えているところでございます。 

●高崎委員 

  分かりました。 

●平本委員長 
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  ほかにはいかがでしょうか。 

●内田副委員長 

  先ほど言われていました千歳に大きな企業が来て、今後、雇用も大分増えるだろうと

ありますので、札幌と千歳の圏域で何か協力しながらやっていけるようなものも考えて

ほしいなと思いました。あそこが昔のアメリカのアナハイムみたいになったらいいなと、

みんな、結構思っていたりもしますので、何かそういう連携も考えてほしいなと思いま

した。 

  それから、確かに、このゲームのものは、直接結びつかないのかなとは思います。 

  ６番の質問のところで、下に具体的には三つの取組を紹介しているのですけれども、

恐らく間違いだと思うのですけれども、①の教員向けの合同企業説明会で、これは学生

向けではなくて教員向けなのですか。 

●経済観光局 

  これは、教員向けです。学生は一回外れて、教員と企業がしっかりとマッチングして

もらうというのが目的です。 

●内田副委員長 

  大学の先生に推薦で入れてほしいということですか。 

●経済観光局 

  そうですね。企業とのマッチングをしっかりと行いたいということです。 

●内田副委員長 

  合同企業説明会に教員が出るというのが半信半疑だったのです。 

●経済観光局 

  例えば、高専ですと、私も全ての状況を把握できてはいないのですけれども、どうし

ても、進路は先生のご案内にかなり寄るようなお話も伺っているので、例えば、特定の

会社に就職実績が多ければ、その先生がそこにしっかりと推薦をしていくというような

流れが当初からできているように伺っています。そこは今まではすごくプラスの部分も

あったと思う一方で、新しい市内企業が先生の目に留まらなければ、生徒が見つけてと

いうところは必ずしも容易ではないというところもありますので、教員の方々に市内企

業を含むいろいろな進路を正しくインプットしていただいて、その中で生徒に求められ

るような幅広い進路選択を目指して、こういった取組が今立ち上がっているところです。 

●内田副委員長 

  分かりました。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

●経済観光局 

  １点補足させていただきます。 

  マインクラフトに関しては、ゲームをやっていてもしようがないよねというところは
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おっしゃるとおりだなとは思いつつも、皆さんやっているニンテンドースイッチのゲー

ムではなくて教育版のマインクラフトとなっております。これは、私も見たのですけれ

ども、ほぼプログラミングなのですよね。まさに、プログラミング教室をやっているよ

うな形です。小島委員がおっしゃったとおり中高生向けのものもやっているのですが、

もう中学生ぐらいのレベルになると、まさにプログラミングをやっているような形にな

ります。 

  まさに、このプログラミングをやって、実際にハッカソンをやっているような、私は、

こんな機能を組んでみました、これで、こういうふうに床が動きますとか、ちゃんと３

Ｄの軸を考えて斜めに動いていくエレベーターをつくりましたなど、通常のニンテンド

ースイッチのゲームではできないようなことをプログラミングでやるというところが事

業の趣旨でございますので、そこだけ補足させていただければというふうに考えており

ます。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

●髙橋委員 

  二つお伺いしたいのですが、まず一つは、令和４年度の予算が事業費２，５００万円

だったのが、令和５年度は予算４，０００万円になっているので、それで何か新たな事

業を増やしたのかというところをお尋ねしたいと思います。 

  もう一つは、先ほど、首都圏シティプロモート推進事業の方もいらっしゃっていたの

ですけれども、首都圏のビジネス人材にもアプローチするイベントを行うという話が出

ていましたので、そういうところと連携して、首都圏のＩＴ人材を北海道に呼び込むよ

うな連携というのは何か予定されているかをお尋ねしたいです。 

●経済観光局 

  まず、一つ目の予算は、決算ベースが２，５００万円弱ですので、予算比較でいうと、

大きな変更はないです。 

  今、説明させていただいたエンジニアのコミュニティーをしっかりつくりましょうと

いうＳａｐｐｏｒｏ Ｅｎｇｉｎｅｅｒ Ｂａｓｅという取組が年度の途中の予算から

ついたため、１年分の予算ではなかったので、そこの差も大きかったりしまして、大き

な変更はございません。あくまで、決算と予算との比較でこういうふうに見えてしまっ

ているというところでご理解いただきたいと思います。 

  もう一点のシティプロモーションを含めた首都圏との連動というのは、おっしゃると

おり、いろいろなシティプロモーションの取組等がありましたら、それらの機会をしっ

かりと捉えたいと思います。もちろん、申し上げたようなＵＩターンの取組が軸にはな

るのですけれども、全ての部局の予算の執行状況や事業の立てつけが年度当初では明ら

かになっていないものもございますので、そこで具体的になっていったものについては、

しっかりとアンテナを張って、連動させていただきたいと思っております。 
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●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

  私は、小島委員が冒頭におっしゃった、そもそもＩＴ人材とはどう定義するかが問題

だというのはかなり本質をついていると思っています。先ほどのＳａｐｐｏｒｏ Ｅｎ

ｇｉｎｅｅｒ Ｂａｓｅの話もそうですけれども、エンジニアといっても多様で、コミ

ュニティーをつくることが札幌で働くことの魅力度を高めるというのは、一見、そのと

おりに聞こえるのだけれども、でも、プラットフォームに乗っかっているエンジニアが

ばらばらだと、全然コミュニティーにならないと思います。 

  それから、ＩＴ人材といっても、レベルの問題もありますし、対象の問題もあって、

むちゃくちゃ広いですよね。ですので、どの事業がどういう人材を育成しようとしてい

るのか、エンジニアといっても札幌がエンジニアベースをつくるとしたらどういう人材

をこのベースの上に乗せようとしているのかということが大切です｡行政だからどうして

も絞り込めなくて総花的になってしまうというベクトルは分かるのですけれども、ある

程度絞り込みをしないと、結局、事業そのものが届かないというか、お金を使っている

のだけれども、ピンポイントで一番重要なところに効果が届かないという可能性もあり

そうな気がするのです。 

  個々の取組が決して悪いとも思いませんし、マインクラフトについても、私も１回見

せてもらったこともあって、レベルが高いとと思います。ですから、悪くないのだけれ

ども、それがＩＴ人材育成ということなのかということは考えたほうがいいかなと思い

ます。 

  私は、市のＤＸ推進にも関わっているので、事業者とのやり取りをいろいろ見ている

のですけれども、すごくいいプログラムもある代わりに、幅が広過ぎて何だかよく分か

らないプログラムもあるのです。何をどう育てるのか、さっき、短期、中期、長期のお

話があって、それはそれでそうだと思うのですけれども、ＩＴ人材という中も広いので、

どこをターゲットにして何をやるのかということを少し明確に、もっと分かりやすくさ

れると、より効果が上がるのではないかなと思って、一連の資料や今日のやり取りを拝

聴いたしました。 

●経済観光局 

  先ほど、小島委員のご質問のときにしっかり申し損なってしまったのですが、委員長

のお話も含めて、おっしゃる点については、私たちも痛感しております。 

  ２点お伝えしたいところあるのですけれども、一つがＳａｐｐｏｒｏ Ｅｎｇｉｎｅ

ｅｒ Ｂａｓｅの取組というのは、人数にすると１００人も満たないような方々を今の

ところ対象にしていて、絞るという意味では全くなくて、これから増えていくのはあり

がたい話ですけれども、市内にＩＴ企業の従事者は、私たちの統計ですと２万人弱いる

というふうに見ていて、この５年ぐらい見ても微増くらいで大体推移しているのですけ

れども、肌感ですが、この中の８割、９割は市内企業の内製化されたエンジニアという
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ふうに考えています。誤解を招くと難しいのですけれども、必ずしも技術の向上が大き

く見込めるような環境にいなくて、自分でミッションをつくれない、新しいものにチャ

レンジがしづらい環境の方も多いのではないかなと想像しているのです。 

  一方で、このＳａｐｐｏｒｏ Ｅｎｇｉｎｅｅｒ Ｂａｓｅに興味を持っていただけ

るような方々が１００人もいないだろうと思ってやっているのは、特に一握りの方々に

なるのですが、特に個人で行動している方のリアクションがいいのではないかと考えて

います。個人で行動している方、活動している方々は、とにかく、技術の習得に非常に

熱心で、それがフロントエンド、バックエンド、いろいろな行動の種類、いろいろなス

キルがあると思うのですけれども、私たちもとにかく大きなものを幅広く総花的にやり

たいということではなくて、コミュニティーの中には、それこそ本当に仲間として認め

られるような一つの行動を原単位にしたもの、ＰＨＰやＪａｖａといったもので集まる

方ですとか、フロントエンドの方々だけでやりましょうですとか、行政だと、どうして

もそこを一からげにしてしまうのですけれども、エンジニア目線だと、そういう方々の

取組というのはなかなか響かないので、本当に言葉が分かる方々だけのクローズドなネ

ットワークをしっかりつくろうというのを、そういった事情が分かる方々を座組に取り

組みまして進めているものでございます。大きな見せ方としては、Ｓａｐｐｏｒｏ Ｅ

ｎｇｉｎｅｅｒ Ｂａｓｅですけれども、その実、本当に同じ感覚を持った方々だけが、

必ずしも規模だけに頼らず、しっかりと仲間をつくれるといったものがクラスター的に

どんどん発生していくというもので、札幌だけではなくて東京からも注目してくださる

方もいて、こういうコミュニティーがあるのだったらと思ってテレワークで移住してき

たよという方々のお話も実際に伺っています。 

  そこは、私たち行政だけがつくるものでは本来そこまでできないのですけれども、公

平性ばかりをなかなか言えない状況になってきていますので、選ばせていただくところ

はしっかり選ばせていただいてやっていこうと。それが冒頭に委員からお話があったよ

うな、どういう人材が必要かというところにもしっかり作用してくると思っていていま

す。 

  例えば、７割が人材不足ですというアンケート結果が市内ＩＴ企業で出ているのです

けれども、実際に見ていくと、ただ５人足りないから欲しいということではなくて、こ

ういうことができるのだったら欲しい、できないのだったら要りませんというところで、

必ずしも、不足数という尺度ではかりにくいということがあります。例えば、経産省の

原局に話を聞きにいくこともあるのですけれども、まさに国レベルで同じような課題を

感じていて、一言で、ＩＴ企業、ＩＴ従事者といっても、本当にもう千差ありまして、

どういったスキル持っていて、どういうキャリアを歩めばどういうスキルが身について、

そのスキルを持った方々にはどういうキャリアが用意されている、ポストがあるという

ところは、今、日本全体を見てもなかなか可視化されていません。私たちも調査はした

いのですけれども、非常に幅広いお話で、それでも、チャレンジしていこうとは思って



- 54 - 

 

いるので、国が今まさに走り出しているところに私たちもしっかり連動しながら、それ

が札幌市内や北海道に置き換えていって、どういった因数分解していくと不足があって、

それがキャリアの不足で、今、持っているＩＴエンジニアのスキルがどういう立ち位置

にあって、ここからどういうキャリアパスを描けばそのスキルを持てるのか、そういっ

た仕事ができるのかというものをどんどん可視化して、そこを仕組みとしてしっかりト

レーニングをしたり、それこそ、企業のニーズとマッチさせるようなことができないか

ということは、まさに、おっしゃるような問題意識を本当にもう痛感しておりますので、

そこは国とも連動してしっかり市内でできることとしてやっていきたいと思います。 

  ご指摘のとおりだと思います。 

●平本委員長 

  ありがとうございます。 

  ちなみに、Ｓａｐｐｏｒｏ Ｅｎｇｉｎｅｅｒ Ｂａｓｅは、コミュニティーづくり

のためのプラットフォームだと思うのですけれども、それをファシリテートするような

コミュニティマネジャーやコミュニティファシリテーターのような人はいらっしゃいま

すか。 

●経済観光局 

  エンジニアの経験のある方を事務局として置いています。 

  物理的な場所も設けて相談業務もしますし、特定のキーワードにお答えしています。 

●平本委員長 

  バーチャルだけではなくて、物理的な場所がどこかにあるわけですか。 

●経済観光局 

  今、北大の近くにカフェがございます。 

●平本委員長 

  分かりました。 

  ほかにはいかがでしょうか。 

●小島委員 

  今のお話を伺っても、ちゃんと調べたほうがいいよねということに尽きると思ってい

ます。 

  実は、今日、ほかの事業でもＩＴ人材が足りなくて云々と言っていたのですけれども、

人材が足りませんということが錦の御旗に立って市でいろいろ事業を行っているという

のは分かるのですけれども、その錦の御旗の中身は何ですかというのが分からないで立

てていると、やみくもに徒手空拳でいろいろなことをやり出すので、そこは繰り返しに

なりますけれども、把握していないよねというのは大前提としてはあると思うのですけ

れども、それはちゃんと把握する方法はあるはずなのですよ。企業に聞いて回る、アン

ケートを取る、いろいろやり方はあると思うので、最低限どういう人が欲しいのかとい

うところをちゃんと確認をするべきでしょうと思います。 
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  先ほどの中学生の云々のところで、どうしても私が引っかかるのは、私自身、自分が

子どもの頃に昔はＢＡＳＩＣとかで花火を打ち上げるというものをやったことあります

けれども、何の役にも立たなかったので、引っ張っていないのですよね。それを一緒に

受講した者も誰一人ＩＴ人材にならなかったのです。多分、遠過ぎて意味がないので、

やめたほうがいいと思うのです。 

  なので、そういうことではなくて、やみくもにどばっと網をかけて捕獲するみたいな

のは多分無理なので、もう少し距離が近いところでターゲットを絞って政策を打つと。

幾ら遠いにしても遠過ぎると思うのです。多分、皆さんもお忙しいと思うし、予算的な

制約もある中で、やみくもに手を広げるのも悪手だと思うので、もう少し確度が高いと

ころのアプローチというものを心がけてほしいと思います。 

●経済観光局 

  ご指摘のところはしっかりと検討したいと思います。 

  一つだけ、私もまさに小学生の頃にＢＡＳＩＣをいじってビープ音を鳴らしていたら

止まってしまったのですけれども、何もできずに終わってしまいました。 

  確かに、私は、今、文系ですし、仕事の役に立っているかと言われると全然ですけれ

ども、最近は、本当に起業熱ではないですけれども、進路を考える年数が私たちが子ど

もだったときよりも本当にもう１０年も早くなっているような実感がしていて、私たち

では考えられなかった学生起業も、今は普通に大学生が起業しますし、最近だと、高校

生起業もどんどん出てきているという早熟な状況を考えますと、例えば、３０年前の小

学生の進路の考え方と、私も今は小学生ではないので、本人の気持ちは分からないので

すけれども、進路に対する差し迫った課題感というのは、今の小学生、中学生は、私た

ちの持っているものよりはかなり高まっているのではないかなということもございます。 

  ただ、そのことをもって、小学生のマインクラフトが学生に常に必要だよということ

ではないのですけれども、もちろん、委員がご指摘の教育委員会とのすみ分けも今後も

しっかり出てきますし、そのことによって、短期的な必要な予算が削られると本末転倒

だと思いますので、そこはしっかりと再整理をさせていただきながら、いずれにしても、

長期、中期、短期と呼べるような施策として何らかできる方法があるかということは引

き続き検討したいと考えております。 

●平本委員長 

  あとはよろしいでしょうか。 

  僕は、ＢＡＳＩＣをやったおかげで、ＶＢＡでマクロが書けるようになったので、随

分よかったと今でも思っています。 

●小島委員 

  プログラミング教育よりも、むしろそういう仕事があるよ、スタープログラマーは儲

かるよみたいな教育をやったほうがいいのかもしれませんね。何となく親御さんがプロ

グラマーは地味で暗くて何か大変な感じみたいなのかもしれないけれども、今、どちら
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かといえば、割と世の中の大元を支えるビジネスですから、技術を磨くというよりは、

そういう仕事があるよみたいなアプローチしたほうが、もしかするといいかもしれませ

んね。 

●経済観光局 

  生成ＡＩを使いこなすみたいなことも幼少期からやってもオーケーかなと思っていま

す。 

●平本委員長 

  使いこなすにも、今はツールがいっぱいありますよね。 

●髙橋委員 

  ここで言っても仕方ないのですが、教育機関の差だと思います。インドはＩＴ人材を

育てる体制がすごく整っているらしいですが、日本は、やはりそういう教育が少ないな

と思っています。 

●平本委員長 

  でも、ここは、ものづくりであまり強くない札幌が頑張れるところだから、本当に頑

張ってほしいですよね。 

  ほかにはいかがでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

●平本委員長 

  時間が超過してしまったのですが、これでヒアリングを終了したいと思います。 

  今日は、どうもありがとうございました。 

●経済観光局 

  ありがとうございました。 

 

〔  所管事業部局退室  〕 

 

●平本委員長 

  長時間にわたりまして、ヒアリングにご参加いただき、ありがとうございます。 

  最後に、意見交換ということですが、今日のヒアリングを踏まえまして、今後の論点

整理、あるいは、最終的な評価について、もし気になったことがあればご指摘いただき

たいと思います。 

  少し時間が押しておりますが、特に気になるものがあれば、これについてはこういう

形で整理したほうがいいというものがあれば出していただきたいと思います。 

  それでは、事業ナンバー１の首都圏シティプロモート推進費につきまして、何かお気

づきの点はございますか。 

  何人かの委員からご指摘がありましたけれども、ネットワークをつくることがミッシ

ョンだということでミッション定義されていらっしゃるのですけれども、それだけだと、
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やはりどこをどう直していく、どうやるともっといい成果につながるのかが分からない

ので、名刺を交換したらその名刺交換した人と次にどうつながったか、そういったこと

をある種のＫＰＩにしながら、その件数を増やしていくということをしていただくこと

が、多分、大事なのかなと。 

  でも、そういうことをご自覚されていたようでしたし、そういう意味で、活動指標と

成果指標の設定などを少し工夫していただくことで、東京事務所の活動がより測定可能

になっていくのかなというような印象を私は受けました。 

●小島委員 

  本庁につないだことでもいいと思うのです。だから、名刺を配る数ではなくて、つな

がった人たちが東京事務所を経由して札幌市に対して何らかのアプローチをするとか、

別に札幌市ではなくて札幌の企業でもいいと思うのですけれども、何かそういう指標を

立てられると、東京事務所がどういう機能を果たしているのかみたいな指標になるのか

なと思ったところです。 

●内田副委員長 

  私は、この指標は手段であって、やはり目的と手段を履き違えている関係に見えるの

です。名刺を配ったというのは、その先が重要だと思うのです。その先をきちんと峻別

してほしいと思います。 

●髙橋委員 

  つながってメーリングリストでメールを送っているということですけれども、メーリ

ングリストは、興味なかったら全然見ないので、やはり内容が大事なのと、メーリング

リストを見た人がどういうアクションをしたかというところが本当は大事だろうなとい

うのは思います。 

  あとは、この件に限らないのですけれども、インスタのフォロワー２，０００人は寂

し過ぎますよね。私の趣味のＳＮＳでもっといるので、Ｘやインスタのフォロワー数を

見るたびに、もう少し頑張ってほしいなと思います。 

●平本委員長 

  行政は、ここら辺の使い方が概して下手ですよね。 

  あとはよろしいでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

●平本委員長 

  そういったことを、論点整理や感想として記録しておいてください。 

  次は、結構大変だったいわゆるジュニアリーダー育成をはじめとする一連の事業です。 

 札子連と非常に長い期間、しかも随意契約でやってきて、その内訳については、きちん

と把握していませんというのは、小島委員が少し厳しくご指摘いただいたとおりで、や

はり税金を使っている事業としては適切ではないですよね。ですので、そこら辺のとこ

ろをきちんと見直していただくことが必要なのだろうということを、ヒアリングを通じ
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て私は強く感じました。 

  委員の皆様方、何かコメントがあればいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

●髙橋委員 

  決算や内訳に関しては、出してもらう必要があると思うのですよね。そういうものが

ないと、適正かどうかの判断のしようがないと思います。 

  ほかの事業は、やはりそれなりに出しているものもありますよね。例えば、スマイル

リンクさっぽろだと収支予算決算ということでちゃんと出してきていますよね。何かそ

ういうものが必要だとは思います。 

●平本委員長 

  委託して丸投げだから私たちは知りません、だと行政として無責任ですし、それだっ

たら補助事業等の別のスキームがあるのだから、そっちにシフトしなさいということに

なると思います｡きちんと出せないような状況で今までやってきたとすると、それはやは

り不健全だなと私も思います。 

  ほかにはいかがでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

●平本委員長 

  これは、ヒアリングの中で随分やり取りをしたと思います。 

  次は、ＵＩＪターン就職移住支援費です。 

  これについては、一部国あるいは道などと関連しながら行っている事業ということも

あって、市の裁量が少ない部分がある、それから、移住の支援金などにしても、多分、

転勤の方などは入らないようなスキームになっているということで、第２回委員会のと

きに少し疑問に思ったことは、ほぼ解消したのかなというような印象を持ちました。 

  一方で、移住支援金が早い者勝ちになっていることについては、やはり市民としては

違和感を覚えるというようなことがあったかと思いました。 

  何かコメントはございませんか。 

●小島委員 

  抽せんにしたほうが公平性が担保できるような気がするので、どこかのタイミングま

で募集して、当然、やめる方もおられるので、補欠まで入れてくじ引きをしたほうが公

平性を担保できるかなと思います。それを早い時期にやれば、ほかの市町村に対しても

アプローチはできると思うので、そこは少し公平性を担保しないと、早い者勝ちで待っ

ている人がいて優先ですみたいなものはいかがなものかと思いました。 

●平本委員長 

  例えば、前期と後期に分けて２回公募するであるとか、いろいろスキームはあると思

うので、早い者勝ちで、しかも４月上旬で枠が埋まるというは違和感を覚えたところで

した。 

  ほかに何かございませんか。 
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●内田副委員長 

  ていのいい借金に使われるのは嫌だなと思いました。もらった額だけ返せばいいとい

って、５年で１００万円借りると、まあまあな金額なので、そこは本当は最初から出る

つもりで、ただ１００万円のリスクで借り入れられるというような制度にはなっている

ので、それだと気持ち悪いです。 

●事務局 

  しかも、３年で半額だったと思うので、半額はもらえてしまうわけです。 

●平本委員長 

  そういうような意味で、いい制度があっても悪用する人は必ずいるので、少し目配り

をしてほしいなということですけれども、実際には難しいですね。 

●内田副委員長 

  難しいですね。 

●平本委員長 

  制度的にそういう問題点があるのではないかというご指摘でございます。 

●髙橋委員 

  感想として、今のところ、定着率が高いのはいい傾向だと思います。 

  あとは、移住支援と就職関係、雇用関係は、これからの北海道にとって重要なポイン

トだと思いますので、予算が１，３５０万円というのはもう少し増えてもいいのになと

個人的に思いました。それだけ争奪戦になっているのであれば、もう増えてもいいのに

なと。ただ、市だけでは増やせないという事情は分かりました。 

●平本委員長 

  ほかにはいかがでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

●平本委員長 

  では、次は、同じく経済観光局のローカルマッチプロジェクト事業費です。 

  これも事前に、何で件数がこれだけなのだろうとか、この金額はどうなのだろうとか、

いろいろ疑問があったのですけれども、大体、事前に想定した質問にはお答えいただい

たような印象だったのですけれども、何かお気づきの点はございますか。 

●髙橋委員 

  これも応募している企業があるのに予算を増やせないということでしたね。 

●小島委員 

  応募している企業があって、すごくお金がかかる事業でもないので、もったいないで

す。やればやったなりに人が集まるのだとすれば、なおのことですよね。 

  先ほどの札子連によく分からない予算を出すぐらいだったら、ここの予算を１，００

０万円増やしたらもっといいのではないかというところがあるので、そこは市としての

ポートフォリオのバランスにはなるのですけれども、ちょっともったいないなという感
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じはしました。 

●平本委員長 

  例えば、マイナビから北海道アルバイト情報社にパートナー企業が移った結果として、

人数が減ったのだけれども、実は、それが歩留り率を高めているという意味で、単純な

数字の増減だけでは分からないような実態についてもある程度ご説明いただいたかなと

いうような印象を持ちました。 

  これは、よろしいでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

●平本委員長 

  次は、都心における冬のアクティビティ創出費、例のスケートリンクについてはどう

でしょうか。 

  こんなことを言ったらすごく怒られそうだけれども、当初思っていたよりもきちんと

お考えになってやっていらっしゃるなという印象を持ちました。ビジネスとしてきちん

と自走するときの課題をもう少しブレークダウンして考えた上で一個一個潰していくと

いうようなことが大事かなという印象を私個人としては持ちました。 

  それから、これは小島委員もご指摘くださいましたけれども、総花的な理由づけをし

ないで、もっと観光に特化した目的でやったほうが、ずっとパンチが利いてくるのでは

ないかというのは私も同感です。 

  ほかに何か、ご指摘、コメント、ご感想はございますか。 

●小島委員 

  やり方次第かなという気がしています。横浜市は外部資金で回していますよというこ

とだとすると、そこは考えないといけないところがあるかなと思いました。 

  ただ、今やっている場所はよくないと思います。もう少しポテンシャルがある事業の

ような気もするので、黙っていても客が来るところでやっていって、にぎわい創出とす

るほうがいいような気が個人的にはしました。 

●平本委員長 

  ほかには、感想も含めてございませんか。 

（「なし」と発言する者あり） 

●平本委員長 

  次は、健やかな道路緑化推進費です。 

  これもいろいろお考えになりながら維持管理をされているということだったのですけ

れども、一方で、内田副委員長には随分突っ込んでご説明いただいたのですが、この３

００万円とか１，０００万円の中身は相変わらず不透明でしたね。一番お金がかかって

いるのはアンケートとロードマップで、それぞれが７０万円ですと。それぞれが７００

万円だと言われると、１，０００万円が分からないでもないのだけれども、７０万円ず

つを積み上げていって更新案の策定も５０万円とおっしゃっていました。１，０００万
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円の積み上げになるとすると、これは一体どれだけ細かいことがあるのだろうというあ

たりが今日のご説明で十分にはお答えいただけなかった印象を持ちました。 

  ただ、でたらめにやっているようにも思えなかったので、本当にお金はかかっていく

のか、あるいは、委託するところがいっぱいあって、細かいお金が積み上がっていくの

か、そこのところが気になったところでしたが、時間内では十分に突っ込み切れなかっ

たという印象を私は持ちました。 

  それ以外のところについては、バイオマスの件も含めまして、適切にやっていらっし

ゃるのかなという印象です。 

  何かコメント、ご感想はございませんか。 

●小島委員 

  追加の資料を出していただいたらどうですか。 

●平本委員長 

  ３００万円と１，０００万円のそれぞれの内訳を出していただくというのは可能です

か。 

●事務局 

  承知しました。 

●平本委員長 

  そうしましたら、それをいただいて、再度、次回の委員会で検討すると。 

●小島委員 

  ちなみに、どんな仕事でどこの企業に対して何ぼ出しているのか、一つの都市計画と

かのコンサルティング会社にアンケートで７０万円、全部で１，０００万円の枠で出し

ているのか、それとも、個別にばらばら発注しているのかは分かりますか。 

●事務局 

  まとめて一緒です。応募してくるのも１社だけでした。 

●小島委員 

  だとすると、その業務の中身が分かる資料と、ついでに仕様書を出してもらうといい

かもしれないですね。 

●内田副委員長 

  説明では、１２個の項目でと言われていたのですが、最大で７０万円といったら、１，

０００万円に届かないですよね。 

●平本委員長 

  そうですね。最大で７０万円ですからね。 

  その内訳を出していただいて、その１社がどういう企業なのか、概要みたいなものを

教えていただければということにしましょう。 

  それでよろしいでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 
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●平本委員長 

  次が空き家対策費ということでして、こちらも札幌市単独でできるスキームはそれほ

ど多くないということが今日のお話で分かったのですけれども、ただ、一方で、現状の

定期的な把握というのは難しいのだけれども、国の住宅・土地統計調査などをベースに

したところ、平成３０年の値だとおっしゃっていましたので、まだ６年も前のものしか

ないのかもしれないですね。 

  空き家問題は、今後、社会の大問題になることは分かっている状況の中で、札幌市が

どんなことをやっているかということでヒアリングをしたという問題意識だったと思い

ます。十分とは言えないけれども、一生懸命やっていらっしゃることはよく分かったと。

ただ、一方で、中長期的な今後空き家がもっと問題になっていくプロセスの中で、先手

を打ってこういうような取組を胸を張ってやっていますというところにはなっていない。

ただ、恐らく、それは札幌市だけの問題ではないだろうと思うというような感想を持ち

ました。 

●髙橋委員 

  連携しているところがよく分からないです。相続ファシリテーター協会とは何だろう、

果たして、ここが解決できるのかな、何で弁護士会が入っていないのかなというのがあ

ります。 

●平本委員長 

  連携先の相続ファシリテーター協会はどんなものかということと、弁護士会との連携

についての見通し、お考えを少し追加でお答えいただきましょうか。 

●髙橋委員 

  弁護士会との連携に関しては検討していきますとは回答の票には書いてありました。 

●平本委員長 

  あとはいかがでしょうか。 

●小島委員 

  全体としては泥縄的な感じがありますよね。どんどん増えていってしまうので、今の

やり方だと、早晩、いずれにしても追いつかないと思うのです。 

●平本委員長 

  モグラたたき状態になると思うのです。 

●小島委員 

  そうと思うので、そこはもう少し指摘をしてもいいのかなとは思いました。 

  今あるもので、もうぼろぼろになって危ない家は潰さなければいけないのです。そう

ならないようにすることをやっていかないと、早晩、行き詰まるなと思います。もっと

予算を突っ込まないと回らなくなるのではないかと思います。 

  でも、これはポジティブな仕事ではないので、あまりじゃかじゃか予算を使いたい話

ではないので、もう少し予防のところからアプローチしたほうがいいという意見をした
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ほうがいいかなと思います。 

●平本委員長 

  高崎委員がご指摘くださいましたけれども、例えば、空き家になって、ちょっとだけ

手を加えれば十分に使えるものを再度流通させるような、それが民泊の施設でもいいし、

普通に住居するものでもいいし、別のものに切り替えるのもいいので、今回ヒアリング

でお答えいただいたところが所管かどうか分からないのですけれども、本当の空き家に

しないようなスキームなども考えていかなければいけないなということは、今日のヒア

リングの中で感想としては持ちました。 

  あとはいかがでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

●平本委員長 

  最後のＩＴ人材確保育成費も小島委員のご指摘が当たっているところが多くて、やは

り実情を把握した上で、少なくとも短期的な施策としては企業のニーズに一番ピンポイ

ントで刺さることをやっていったほうがいいよねということですね。 

  それから、短期、中期、長期の適切なポートフォリオというのは悪くないのだけれど

も、そのときに経済観光局としてやることは何なのかということを、それが本当にマイ

ンクラフトなのかということはお考えいただく余地がまだありそうだなと感じました。 

  それから、Ｓａｐｐｏｒｏ Ｅｎｇｉｎｅｅｒ Ｂａｓｅは、私は、これはあまりよ

く知らなかったのですけれども、今日のお話ですと、行政にしては珍しく（良い意味で）

えこひいきをしたいというお考えのようで、そのこと自体は私も大賛成です。先ほど、

Ｓａｐｐｏｒｏ Ｅｎｇｉｎｅｅｒ Ｂａｓｅがあるから移住してくるとか、テレワー

クをする人がいるとおっしゃっていたのですけれども、それほどの魅力度があるものか

どうかはまだ分からないので、今後、注視したいと思ったというのが私の感想です。 

  何かコメント、ご感想があればいただきたいと思いますが、いかがでしょう。 

（「なし」と発言する者あり） 

●平本委員長 

  人材育成は大事ですけれども、的外れな事業にならないでほしいと思います。特に、

ＩＴ人材やエンジニアというと、バズワードというのでしょうか、意外と分かったよう

で分からない用語ですから、中身を考えていらっしゃるとおっしゃっていましたけれど

も、もう少しお考えいただけるといいのかなというような気分でした。 

  ほかに、全体を通じてご発言はございませんか。 

（「なし」と発言する者あり） 

●平本委員長 

  それでは、時間が大変超過してしまいましたが、次回は、今日の意見交換等を踏まえ

ました論点整理でございます。８月２７日火曜日の９時半ということで、既に日程を確

定しております。 
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  本日の議論を踏まえて、どういう指摘事項にするかということについて、事務局に素

案をご用意いただきまして、それを基に議論できればと思っております。 

  また、今日、幾つかご指摘いただきました追加質問等については、事務局でご用意い

ただければと思います。 

 

  ３．閉  会 

●平本委員長 

  それでは、次回、８月２７日に再度お集りいただくということで、本日は、大変長時

間でございましたが、これで終了したいと思います。 

  どうもありがとうございました。 

                                  以  上   


